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広報たかさご

　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
を
賜
り
、
引
き
続
き
高
砂
市
長
と
し
て
市
政
運
営
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
負
託
に
お
応
え

し
、
市
政
の
か
じ
取
り
役
を
担
う
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
に
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
直
接
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政
に
対
す
る
大
き
な
期
待
を
深
く
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
改
め
て
初
心
に
か
え
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
や
、
団
体
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
を
大
切
に
し
、

市
の
発
展
と
市
民
一
人
一
人
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
「
高
砂
の
ス
テ

キ
な
未
来
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
重
点
課
題
で
あ
る
高
砂
市
民
病
院
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
高

砂
市
民
病
院
将
来
構
想
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ

た
医
療
を
提
供
す
る
「
面
倒
見
の
い
い
病
院
」
を
目
指
し
て
、
職

員
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
引
き
続
き
医
師
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
来
た
る
べ
き
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
防
災
力
の
強
化
に
努
め
「
災
害
に
強
い
ま
ち
」

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
、
教
育
施
設
の
改
修
、

総
合
運
動
公
園
の
整
備
な
ど
、
子
育
て
・
教
育
の
支
援
や
、
地
域

活
動
・
文
化
交
流
活
動
の
活
性
化
、
高
齢
者
の
移
動
支
援
・
障
が

い
者
の
相
談
機
能
な
ど
の
福
祉
施
策
の
充
実
、
公
共
交
通
の
利
便

性
向
上
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
な
ど
、
イ
キ
イ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
制
70
周
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
と
創
る
未
来
の
高
砂
市
が
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を
い
た
す
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

市長就任のあいさつ

あなたと創る未来の高砂
　　　　　　　　　～｢笑顔あふれるまち　高砂」をめざして～
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市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

松
村
川
防
潮
水
門
・
排
水
機
場

◇◇

松村川防潮水門・排水機場完成
治水対策課　☎443－9036

鹿島川・松村川流域では、たびたび浸水被害に見舞われてきました。

　平成23年に発生した台風第12号と同等の降雨に対して、床下浸水を解消する松村川防潮水門・
排水機場が令和 6年 3月に完成しました。

昭和51年台風第17号 平成23年台風第12号

防潮水門により、高潮が松村川に逆流する
のを防ぎます。その際、洪水は排水機場の
ポンプで強制的に海側に排水します。

高潮を防ぐ！

台風などの大雨時にポンプが稼働し、河川
の水位を下げます。

洪水被害を防ぐ！

防潮水門・排水機場の役割

天川

法華山谷川
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地域見守り運動 地域福祉課　☎443－9026

避難行動要支援者の個別避難計画の作成 地域福祉課　☎443－9026
危機管理室　☎443－9008

　安心して地域で暮らせるまちづくりの推進を目的に、援護が必要な高齢者などの適切な支援と、災害時の要
援護者の救援活動に備えるために行う、民生委員・児童委員、福祉委員などによる地域での見守り活動です。

　災害発生時の避難支援体制づくりを推進するため、避難行動要支援者の個別避難計画の作成を進めています。
　この計画は、避難支援をする人や、避難時に避難先で必要なものなどをあらかじめ定め、避難を円滑にする
ものです。計画作成には、地域の協力が不可欠となっています。

■要援護者実態調査　※　調査を受けるためには、事前に本人の同意が必要です。
　地域見守り運動の一つである要援護者実態調査は、援護が必要な高齢者などを把握するため、例年、調査員
（民生委員・児童委員、福祉委員など）が対象者宅を訪問するなどして聞き取り調査（ 9月上旬～11月下旬）
を行うものです。
　この調査で確認された情報は、災害発生などの緊急時に要援護者の救援活動に備え、地域での避難行動や避
難支援に必要な情報として活用します。

※　新たに調査対象となる人、前年度に同意を得られなかった人には、郵送による同意確認（ 4月下旬～ 6
月上旬）を行いますので、ご協力をお願いします。

■計画作成までの流れ

◇要援護者実態調査の対象者

①70歳以上のひとり暮らし高齢者
②75歳以上の高齢者二人世帯
③18歳以上の身体障がい者
　(内部機能障害を除く身体障害者手帳 1級または 2級)

④18歳以上の知的障がい者（療育手帳Ａ判定）
⑤その他見守りが必要な人

ステップ①

避難行動要支援者の調査
民生委員・児童委員などが行う要援護者実態調査と合わせて実施

名簿により自主防災組織（自治会など）と避難支援等関係者が連携して
個別避難計画を作成
※　名簿に登録された避難行動要支援者と避難支援関係者に対し、地域
の自主防災組織（自治会など）から連携または協力を依頼します。

ステップ②

避難行動要支援者の名簿登録
ステップ①の調査で本人同意が得られた人を名簿へ登録

ステップ③
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地
域
見
守
り
運
動

高
砂
市
民
病
院

◇◇ 高砂市民病院からのお知らせ

「けんしん」受けていますか？
高砂市民病院　☎442－3981

　健診と検診、どちらも「けんしん」と読みますが、違いを知っていますか？
　「健診」は健康状態を調べて病気を予防する健康診断のことであり、「検診」はがんなどの特定の病気や臓器
を対象とし、早期発見するための検査です。健診は一次予防、検診は二次予防になります。
　特定健診は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に的を絞った健診です。内臓脂肪の蓄積を把握す
ることで、糖尿病、高血圧症、脂質異常症などの生活習慣病の予防を図ることを目的としています。
　市民病院健診センターでは、特定健診と各がん検診などを同日に受けることもできます。

特定健診、後期高齢者健診、健診30 がん検診・その他の検診

わかること基本項目

内臓肥満身長、体重、ＢＭＩ、
腹囲身体計測

高血圧の有無血圧血圧測定

脂質異常症中性脂肪、ＨＤＬコレ
ステロール、ＬＤＬコ
レステロール

脂質

動脈硬化

肝障害ＡＳＴ（ＧＯＴ）、ＡＬＴ
（ＧＰＴ）、γＧＴＰ肝機能

糖尿病空腹時血糖、ヘモグ
ロビンＡ1ｃ代謝系

腎障害血清クレアチニン、
ｅ－ＧＦＲ、尿検査腎機能

貧血赤血球数、血色素量、
ヘマトクリット値貧血検査

内容項目

血液検査（ピロリ菌・ペプシノゲン）胃がんリスク

がん検診

便潜血反応検査大腸がん

胸部エックス線直接撮影、 喀痰 検査、
かくたん

アスベスト健診結核・肺がん

子宮頸部細胞診（有料オプション：
超音波）、子宮頸・体部細胞診（医
師が必要と認めた人のみ）

子宮がん

マンモグラフィ(　2方向）（有料オ
プション：超音波）乳がん

血液検査（ＰＳＡ）前立腺がん

血液検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎）肝炎ウイルス

その他 簡易骨強度測定（超音波）、骨密度測
定（ＤＥＸＡ法）骨粗しょう症

電話による予約制です。受診券、お守りカードが手元に届いてか
ら予約してください。詳しくは、市民病院ホームページをご覧く
ださい。
問い合わせ先　市民病院健診担当　☎442－3981（代表）
受付時間
　月・火・木・金曜日　　8　時30分～12時30分、13時30分～16時
　水曜日　　8　時30分～12時、13時30分～16時

　フローレンス・ナイチンゲールの誕生日である
　5　月12日は「看護の日」に制定されています。イ
ベントを開催しますので、ぜひお立ち寄りくださ
い。

と　き　　5　月10日 　　9　時30分～12時
ところ　市民病院玄関ホール
内　容　血圧、看護相談、健康相談、介護用品の
展示など

「看護の日」のイベント
さあ、看護の未来を、見つけにいこう。
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福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
下
記
の
対
象

者
が
医
療
機
関
で
受
診
し
た
と
き
、
医
療
費

の
う
ち
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。
（
他
の
公
費
助
成
を
受
け
て

い
る
分
は
対
象
外
）

　

該
当
す
る
人
は
、
国
保
年
金
課
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
健
康
保
険

証
（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
除
く
）
と
医

療
費
受
給
者
証
を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課医療係　☎443－9021国保年金課医療係　☎443－9021

福祉医療費助成制度
該当する人は申請を
福祉医療費助成制度
該当する人は申請を福祉医療費助成を

受けている人へ

申請時の持ち物一部
負担金

所得
制限対　象

◇健康保険証
◇介護保険被保険者証（介護
認定の確認が必要な人の
み）

ありあり

65～69歳で次のいずれかの要件を満
たす人
◇住民税非課税世帯者で、介護保険
の要介護2以上かつ本人の年金収
入を加えた合計所得が80万円以下
◇世帯全員の所得が0円
※　後期高齢者医療被保険者を除く

高齢期移行医療
ID 4071

◇健康保険証または後期高齢
者医療被保険者証

◇身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳の
いずれか

ありあり

次のいずれかを所持する人
◇身体障害者手帳1・2級　　
◇心臓機能障害3級
◇療育手帳Ａ・Ｂ1判定
◇精神障害者保健福祉手帳1・2級
※　療育手帳は次期判定月の末日、
精神障害者保健福祉手帳は手帳の
有効期限までが対象期間です。手
帳を更新した場合、手帳の有効期
限が延長されてから、再度申請し
てください。

障害者医療
ID 4099

高齢重度障害者医療
ID 4097

健康保険証なしなし　0歳～高校生世代の子ども乳幼児等医療　ID 4226
こども医療　　ID 4224

◇健康保険証
◇戸籍謄本
　（対象者の世帯全員分）
◇児童扶養手当証書または公
的年金証書など（該当者の
み）

◇世帯全員・続柄記載の住民
票の写し（外国籍の人のみ）

ありあり

児童を現に監護しているひとり親家
庭の母または父とその児童

母子（父子）
家庭医療

ひとり親
家庭等医療
ID 4222

死別、遺棄などで両親と離別してい
る児童遺児医療

※　次の場合、申請時に所得（課税）証明書、またはマイナンバーがわかる書類の写しと同意書などが必要です。
　◇受給者、配偶者、保護者、扶養義務者のいずれか（高齢期移行医療は受給者と同一世帯の人）が令和　6　年　1　月

　2　日以降に転入している
　◇配偶者、保護者、扶養義務者のいずれかが市外に在住している

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

　

現
在
交
付
し
て
い
る
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
、
6
月
30
日
㈰
で
す
。

　

下
記
に
該
当
す
る
人
が
引
き
続
き
医
療
費

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
、
5
月
中
旬
か
ら

6
月
上
旬
ま
で
に
更
新
の
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。

　

7
月
1
日
か
ら
の
資
格
認
定
を
希
望
す
る

人
は
、
必
ず
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
の
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
6
月
30

日
で
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
国
保
年
金
課
医

療
係（
〒
676

－

8501　
荒
井
町
千
鳥
1

－

1

－

1
）
ま
で

※　

市
で
受
給
資
格（
加
入
医
療
保
険
、所
得
、

障
害
等
級
な
ど
）が
確
認
で
き
る
人
は
、更

新
手
続
き
が
不
要
で
す
。
所
得
判
定
の
上
、

6
月
末
に
新
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

※　

新
受
給
者
証
の
交
付
が
7
月
1
日
に
間

に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

記
入
漏
れ
や
書
類
の
不
備
が
あ
っ
た
場

合
は
、
申
請
書
を
返
戻
し
ま
す
。

国保年金課医療係　☎443－9021

福祉医療費助成制度
該当する人は申請を福祉医療費助成を

受けている人へ
福祉医療費助成を
受けている人へ

福
祉
医
療
費

　
　
受
給
者
証
の
更
新

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

◇

持ち物申請期間更新手続きが必要な人

◇医療費助成更新申請書（5月中旬に送付）
◇医療費受給者証
◇健康保険証
◇所得（課税）証明書、またはマイナンバーが
わかる書類の写しと同意書（必要な人のみ）

◇児童扶養手当証書（支給停止の人は支給停止
通知書）または遺族・障害等年金証書

～6月3日 
　8　時30分～17時15分
※　土・日曜日を除く

ひとり親家庭等医療の受給者

◇医療費助成更新申請書（6月上旬に送付）
◇医療費受給者証
◇健康保険証または後期高齢者医療被保険者証
◇所得（課税）証明書、またはマイナンバーが
わかる書類の写しと同意書（必要な人のみ）

～6月28日 
　8　時30分～17時15分
※　土・日曜日を除く

高齢期移行医療の受給者で、受給
者とその同一世帯の人が令和　6　年
　1　月　2　日以降に転入している場合

◇医療費助成更新申請書（6月上旬に送付）
◇医療費受給者証
◇健康保険証または後期高齢者医療被保険者証
◇所得（課税）証明書、またはマイナンバーが
わかる書類の写しと同意書（必要な人のみ）

◇身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳のいずれか

障害者医療・高齢重度障害者医療
の受給者で、次のいずれかの要件
を満たす人

◇受給者、配偶者、保護者、扶養
義務者のいずれかが令和　6　年　1　
月　2　日以降に転入している

◇配偶者、保護者、扶養義務者の
いずれかが市外に住んでいる

※　乳幼児等医療・こども医療の受給者で、扶養義務者が転入している人などは、所得（課税）証明書、またはマ
イナンバーがわかる書類の写しと同意書の提出が必要な場合があります。



広報たかさご

内容は変更される場合があります。

と　

き　

5
月
18
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　
ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン
タ
ー 

対　

象　

子
育
て
の
援
助
を
受
け

た
い
人
（
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
、
お
お
む
ね
生
後
6
カ
月

か
ら
小
学
6
年
生
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
人
）

定　

員　

15
人

託　

児　

定
員
5
人
（
要
予
約
）

※　

6
カ
月
以
上
の
子
ど
も

し
め
切
り　

5
月
16
日
㈭

申
込
方
法　

電
話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

「
令
和
5
年
度
高
砂
市
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
支
援
給
付

金
」
を
受
給
し
た
子
育
て
世
帯
に
、

18
歳
以
下
の
児
童
1
人
あ
た
り
5

万
円
を
給
付
し
ま
す
。
「
令
和
5

子育て支援

センターの催し

申込方法
電話で子育て支援センター

☎442－2242まで

つ
ど
い
の
広
場

　
　
　

5
月
の
親
子
遊
び

入会説明会

ファミリーサポートセンター
☎442－0555

児童手当について

子育て支援課
☎443－9024

令和５年度高砂市住民税

均等割のみ課税世帯

支援給付金

（こども加算分）

子育て支援課
☎443－9024

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

申
込
期
間　

5
月
1
日
㈬
〜

電
車
ご
っ
こ

と　

き　

5
月
9
日
㈭

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

定　

員　

15
組

こ
ど
も
の
日
企
画　

音
を
楽
し
も
う
！

と　

き　

5
月
20
日
㈪　

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ー

定　

員　

50
組

第
1
回

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
交
流
会

と　

き　

5
月
16
日
㈭

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ー

内　

容　

リ
ズ
ム
遊
び

対　

象　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
親

子
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
関
心

の
あ
る
妊
婦
・
就
園
前
の
子
ど

も
と
保
護
者（
市
内
在
住
の
人
）

持
ち
物　

上
靴
、下
足
入
れ
、お
茶

※　

申
し
込
み
不
要

赤
ち
ゃ
ん
の
日

　

10
時
30
分
と
14
時
30
分
に
親
子

遊
び
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

5
月
15
日
㈬

　

10
時
〜
11
時
、
14
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

妊
婦
、お
お
む
ね
1
歳
3

カ
月
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

各
20
組

申
込
期
間

　

5
月
8
日
㈬
〜
15
日
㈬

5
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

と　

き　

5
月
15
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

5
月
生
ま
れ
の
就
園
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

20
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
期
間

　

5
月
8
日
㈬
〜
15
日
㈬

5 月 5 日～11日は児童福祉週間
すきなこと　どんどんふやして
　　　　　　　　　　　おおきくなあれ

こどもまんなか 児童福祉週間は､子どもの健やかな
成長、子どもや家庭を取り巻く環境を国民全体で考
える週間です。

　

児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
所
得

要
件
に
よ
り
喪
失
し
て
い
た
人
は
、

令
和
6
年
度
の
所
得
が
上
限
限
度

額
を
下
回
っ
た
場
合
、
改
め
て
児

童
手
当
認
定
請
求
書
な
ど
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
　
　
　

（
ID
5
4
9
8
）

年
度
高
砂
市
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
支
援
給
付
金
」
を
受
け

取
っ
て
か
ら
1
カ
月
程
度
で
対
象

の
人
に
案
内
を
発
送
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
ID
1
0
5
9
4
）

子育て支援室からのお知らせ

びび のの びびのの

ややすす かかここ

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

つ
ど
い
の
広
場

 
 
 

5
月
の
親
子
遊
び

西部子育て

支援センターの催し

申込方法
電話で西部子育て支援センター

☎451－8570まで

と
き
・
内
容

◇
5
月
24
日
㈮

　

パ
フ
リ
ン
グ
で
遊
ぼ
う

◇
5
月
29
日
㈬

　

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

※　

い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

西
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

各
15
組

申
込
期
間　

5
月
1
日
㈬
〜

音
楽
遊
び
と
お
は
な
し
会

と　

き　

5
月
22
日
㈬

　
　
　
　

9
時
45
分
〜
11
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
3
階
格
技
場

対　

象　

妊
婦
、
就
園
前
の
子
ど

も
と
保
護
者

定　

員　

30
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
期
間

　

5
月
15
日
㈬
〜
22
日
㈬

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

と　

き　

5
月
21
日
㈫

　
　
　
　

10
時
15
分
〜
11
時

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

妊
婦
、
3
〜
12
カ
月
の

子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

10
組

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
お
茶

申
込
期
間

　

5
月
14
日
㈫
〜
21
日
㈫

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
保
育
士
で
子

ど
も
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

※　

申
し
込
み
は
ど
ち
ら
か
1
日

の
み

と　

き　

5
月
17
日
㈮
・
21
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

対　

象　

1
歳
3
カ
月
〜
就
園
前

の
子
ど
も

定　

員　

各
6
人

申
込
日　

5
月
10
日
㈮

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

申
込
方
法　

電
話
で
西
部
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

事
前
登
録
（
初
回
の
み
）

　

初
め
て
利
用
す
る
場
合
は
、
毎

月
9
日
ま
で
に
母
子
手
帳
、
保
険

証
を
持
参
の
上
、
西
部
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
事
前
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

時
間
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　

（
一
時
預
か
り
事
業
）

地
域
D
E
つ
ど
い

〜
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
・

　
　
　
　

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
〜

申
込
期
間　

5
月
1
日
㈬
〜

キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ

と　

き　

5
月
14
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
健

康
教
育
室

対　

象　

市
内
在
住
の
就
園
前
の

子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

30
組

わ
く
わ
く
運
動
あ
そ
び

と　

き　

5
月
30
日
㈭

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館

対　

象　

市
内
在
住
の
就
園
前
の

子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

30
組

遊
園
地
に
行
こ
う

対　

象　

各
地
区
在
住
の
就
園
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

各
15
組

と
き
・
と
こ
ろ

◇
米
田
地
区

　

5
月
27
日
㈪

　

米
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
曽
根
・
伊
保
・
荒
井
・
高
砂
地
区

　

5
月
28
日
㈫

　

曽
根
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
阿
弥
陀
・
中
筋
・
北
浜
地
区

　

5
月
31
日
㈮

　

阿
弥
陀
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

※　

い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時

5 月13日㈪・27日㈪　13時～15時30分
※　要予約（定員 3人）

子育て支援室の相談窓口

ひとり親家庭相談
相談名 内　容 と　き ところ 問合先

仕事や資格、生活のさまざま
な悩みごとの相談

月～金曜日　 9時～17時
※　夜間相談(要予約)　17時～19時

本庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎443－9024

家庭環境や子育ての相談 月～金曜日　 9時～17時 本庁舎 2階
こども家庭
相談センター

こども家庭
相談センター
☎442－2260臨床心理士による個別相談

保育施設利用に関する相談や
一時預かりなどの情報提供

月～金曜日
　9時～12時、13時～17時

本庁舎 2階
幼児保育課

幼児保育課
☎443－9025

こどもホットライン

子育て相談
保育施設利用者
支援相談
◇児童虐待防止24時間ホットライン（中央こども家庭センター内）　☎078－921－9119

び の びの

やす かこ

◇
子
育
て
支
援
室
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ



広報たかさご

子育て支援室からのお知らせ
子どもが急に熱を出したけれど仕事は休めない…そんなときに病児保育室をご利用ください！

　病気などで園や学校をお休みする子どもを、保護者に代わって保育士などが保育します。
　市内には、こばやし小児科、山名クリニックの 2カ所があります。また、加古川市の病児保育室も、市内料金
で利用することができます。

利用方法
　年度ごとに登録が必要です。いざというときに
備えて、事前登録をしておきましょう。
※　初回のみ登録料2,000円が必要
利用時間　月～金曜日　 8時～18時
対　象　生後 6カ月～小学 6年生の子ども
定　員
　◇こばやし小児科病児保育室

「すくすくひろば」12人　
　◇山名クリニック病児保育室「だっこ」 6人
利用料金　2,000円（減免制度あり）
※　別途、食事・おやつ代がかかります。

次の世帯に属する人は利用料が減免になります。
　◇生活保護法による被保護者世帯　全額免除
　◇市区町村民税非課税世帯　　　　半額免除
　※　申請書の提出が必要

送迎サービス
　こばやし小児科の病児保育室「すくすくひろ
ば」では、保育所などからすくすくひろばまで
の送迎サービスを行っています。
※　すくすくひろばまでのタクシー代は保護者
負担

　公立認定こども園で、ふれあい保育や園庭での
遊び、子育て相談を実施します。
　たくさんのふれあい体験を通して仲間づくりや
交流を楽しみませんか？

と　き　月曜日～金曜日の週 2・ 3回
　　　　午前中 1・ 2時間程度
内　容　親子の集い、園庭開放、子育て相談など
対　象　就園前の 2・ 3歳児と保護者
定　員　 2歳児15組、 3歳児15組
※　園地域の人を優先
参加費　無料
※　内容に応じて実費負担あり

申込期間　 5月14日㈫～18日㈯
申込方法　申込書に必要事項を記入の上、直接
各こども園まで

※　申込書は各こども園にあります。

高砂こども園　　☎442－0041
荒井こども園　　☎443－6701
伊保こども園　　☎447－1055
中筋こども園　　☎447－5578
曽根こども園　　☎447－0489
米田こども園　　☎432－0082
阿弥陀こども園　☎447－5775
北浜こども園　　☎079－254－1558

問い合わせ先
◇こばやし小児科（米田町塩市82－6)
　☎434－2288

◇山名クリニック（伊保崎南9－8）
　☎448－1313

公立認定こども園子育て支援事業

病児保育室をご存じですか？

幼児保育課　☎443－9025

　荒井幼稚園で、ふれあい保育を実施します。園
児と地域の子どもとの交流や、保護者が子育てを
学ぶことができます。遊びを通して、たくさんの
ふれあい体験を楽しみませんか？

と　き　月 1・ 2回
※　年間15～20回程度
対　象　市内在住の就園前の 2～ 4歳児と保護者
※　詳しくは、荒井幼稚園（☎442－1980）まで
お問い合わせください。

公立幼稚園ふれあい保育 幼児保育課　☎443－9025

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

◇◇
子
育
て
支
援
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

ủ
夢
の
代
Ứ
補
助
金

地
域
活
性
化
事
業

　
　
　

（
補
助
限
度
額
50
万
円
）

高
御
位
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

福
結
び
市
実
行
委
員
会　

補
助
額　

50
万
円

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

　
　

マ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ム　

補
助
額　

45
万
円

　

高
御
位
山
山
麓
か
ら
、
食
文
化

（
マ
ル
シ
ェ
）
と
緑
の
文
化
（
盆

栽
・
山
野
草
・
苔
・
菊
・
オ
モ
ト

な
ど
）
、
舞
台
芸
能
（
音
楽
・
ダ

ン
ス
な
ど
）
を
発
信
す
る
総
合
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
の
耕
作
放
棄
地
を
賃
借
し
、

兵
庫
県
花
「
野
路
菊
」
を
無
農
薬

有
機
農
法
で
栽
培
し
ま
す
。
野
路

菊
を
元
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
市

内
就
労
支
援
施
設
と
の
連
携
に
よ

る
就
労
機
会
の
提
供
、
経
済
活
動

の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
6
年
度
交
付
対
象
事
業
決
定

「
夢
の
代し
ろ

」
補
助
金

市
民
提
案
型
地
域
協
働
推
進
事
業

地
域
振
興
課　

☎
4
4
3
・
9
0
0
6

　

「
夢
の
代
」
補
助
金
は
、
市
民
の
豊
か
な
発
想
に
よ
る
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
が
企
画
・
提
案
し
、
実
践
す
る
活
動
に

対
し
、
そ
の
活
動
費
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
独
創
的
で
公
益
的
な
事
業
を
提
案
い
た
だ
き
、
事

業
計
画
書
な
ど
の
書
類
審
査
な
ど
を
経
て
、
次
の
各
事
業
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

高
砂
市
制
施
行

　
　

70
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
（
補
助
限
度
額
50
万
円
）

高
砂
市
制
施
行
70
周
年
を

「
は
じ
ま
り
」と
す
る
共
創
事
業

N
P
O
法
人
高
砂
海
文
化
21
C　

補
助
額　

50
万
円

　

市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
江
戸
後
期
に
高
砂
の
地
で

誕
生
し
た
山
片
蟠
桃
と
工
楽
松
右

衛
門
の
偉
業
を
、
未
来
を
担
う
人

た
ち
へ
共
創
を
も
っ
て
伝
承
し
ま

す
。

新
た
な
魅
力
〜
高
砂
レ
ト
ロ
〜

　
　
　

動
画
制
作
・
発
信
事
業

高
砂
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン　

補
助
額　

50
万
円

　

市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
市
内
に
残
る
新
た
な
魅
力

「
昭
和
レ
ト
ロ
」
を
強
調
し
た
映

像
の
撮
影
か
ら
配
信
ま
で
を
行
い
、

高
砂
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
誘
客

を
促
進
し
ま
す
。

活
動
団
体
支
援
事
業

　
　
　
　
　
（
補
助
限
度
額
20
万
円
）

北
観
・
阿
弥
陀
フ
ェ
ス

北
観
・
阿
弥
陀
フ
ェ
ス　
　
　

実
行
委
員
会　

補
助
額　

20
万
円

　

市
制
施
行
70
周
年
と
高
砂
市
観

光
交
流
ビ
ュ
ー
ロ
ー
北
観
光
案
内

所
オ
ー
プ
ン
5
周
年
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
高
砂
市
北

部
地
域
の
活
性
化
と
北
観
光
案
内

所
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

高
砂
市
の
邦
楽
文
化
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
砂
市
邦
楽
文
化
を
つ
な
ぐ
会　

補
助
額　

20
万
円

　

日
本
の
心
で
あ
る
邦
楽
文
化
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
小
・
中
・

高
校
生
を
対
象
に
、
お
箏こ
と

、
尺
八

の
体
験
会
の
実
施
、
有
名
奏
者
に

よ
る
演
奏
会
の
開
催
、
邦
楽
演
奏

会
へ
の
参
加
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

大
崎
家
住
宅
コ
ン
サ
ー
ト
事
業

A
ntique house of arts 

大
崎　

補
助
額　

20
万
円

　

10
年
前
に
国
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
大
崎
家
住
宅
に
設

置
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

活
用
し
、
有
名
な
演
奏
家
を
招
い

て
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

高
砂
市
民
を
対
象
に

　
　
　
　

傾
聴
す
る
事
業

ハ
ー
ベ
ス
ト　
　
　
　

補
助
額　

20
万
円

　

孤
立
し
、
話
を
す
る
相
手
が
い

な
い
、
身
体
が
不
自
由
か
つ
精
神

の
不
調
で
外
出
で
き
な
い
人
、
終

末
期
や
グ
リ
ー
フ
対
象
者
、
悩
み

を
持
つ
子
ど
も
や
大
人
を
対
象
に

傾
聴
を
行
い
、
支
援
に
つ
な
げ
ま

す
。



広報たかさご

環境政策課からのお知らせ

次世代自動車等購入補助金 ☎443－9065

対　象　次の要件をすべて満たす市民・事業者
　◇令和 6年 3月 2日～令和 7年 3月 1日に、電

気自動車またはプラグインハイブリッド車を
初度登録（検査）した、または自ら所有する
市内の住宅や事業所にＶ2Ｈを設置した

　◇市税を滞納していない

補助金額　
　◇電気自動車　10万円（定額）
　◇プラグインハイブリッド車　 5万円（定額）
　◇Ｖ2Ｈ　10万円（定額）
　※　電気自動車・プラグインハイ
　　ブリッド車とＶ2Ｈの両方を導入
　　した場合は＋10万円
　※　新古車・中古車は補助対象外

補助金額　
　◇蓄電池システム　 5万円（定額）
　◇太陽光発電システム
           1 kw 2 万円
　　　　　　　　　　（上限 5万円)

いずれも申込期間は令和 7年 3月31日㈪までです。（予算額に到達次第受付終了)
申込方法など詳しくは、市ホームページをご覧ください。

家庭用蓄電池システム等設置補助金・住宅用太陽光発電システム等設置補助金

対　象　次の要件をすべて満たす市民
　◇令和 6年 3月 1日以降に家庭用蓄電池システ
ムと太陽光発電システムを市内の自ら居住す
る住宅に設置した

　◇市税を滞納していない

補助金額（新車の場合）
　◇最大積載量 4 t未満（塵芥車以外)

上限38万円　　
　◇最大積載量 4 t以上の車、塵芥車

　上限100万円　　
　※　中古車の場合は新車の1/2が上限額

中小事業者自家用低公害車普及促進補助金

対　象　次の要件をすべて満たす市内中小事業者
　◇令和 6年 3月 2日～令和 7年 3月 1日に対象
車両を購入し自ら所有する

　◇市税を滞納していない

補助金額（合わせて上限1,000万円）
　◇再生可能エネルギー設備

　設備費の2/3以内
　◇省エネルギー設備

設備費の1/2以内
　※　中古設備・リース契約は補助対

象外
　※　CO2削減効果の条件あり

中小事業者脱炭素化設備等導入促進補助金

対　象　次の要件をすべて満たす、中小企業基本
法第 2条第 1項に規定する中小企業者

◇事前相談時点で、市内に事業所を有し、営利を
目的に継続して事業を営み、引き続き市内で事
業を継続する意思を有する

◇市税などを滞納していない

( ID10622)

ID10314

ID10319

ID10458

ID10321

☎443－9029

☎443－9065

☎443－9065

　申請にあたっては、事前相談、交付事前申し込みが必要です。

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

地元の掲示板
ジモティー

エコクリーンピアはりまからのお知らせ

5 月30日は「ごみゼロの日」
　　　　　　　　 6月は「環境月間」 計画・ごみ減量化担当

☎448－5260

　毎年 5月30日は、「ごみゼロの日」に定められており、美化活動とともに、ごみ減量化・再資源化を促す
啓発活動を実施するための記念日となっています。また、毎年 6月は「環境月間」です。
　ごみゼロの日・環境月間を機に、一人一人が地球環境やごみの減量・リサイクルへの関心を高め、環境に
配慮した生活を心がけましょう。

食品ロスを削減しましょう！

　食品ロスとは、食べ残しや賞味期限切れなどにより、
まだ食べることができるのに捨てられている食品のこ
とです。「もったいない」を意識し、食品の無駄な廃
棄をなくしましょう。
　また、食品や飲料の購入時に陳列棚の手前から商品
を取る「手前取り」も食品ロスの削減に有効です。

不用品は捨てずにリユースを

　不用となった家具類や家電製品などは、近くで必要
としている人がいるかもしれません。ごみとして捨て
る前に、フリマサイトやリサイクルショップを活用し
て不用品の引き取り手を探してみましょう。

　高砂市は、「地元の情報掲
示板ジモティー」とリユース
推進に向けた連携協定を締結
しています。

と　き　 6月 8日㈯
　　　　10時～、13時30分～
対　象　小学生以上
※　小学生は保護者同伴で参加してください。
定　員　10人

ベビー用品のリユース事業を
　　　　　　　　　　ご利用ください
　循環型社会形成の取り組みの一つとして、再利
用可能なベビー用品を皆さんから提供いただき、
点検・清掃・修繕して、必要な人に貸し出すベビ
ー用品のリユース事業を行っています。エコクリ
ーンピアはりまを訪れた際に、希望するベビー用
品があれば、当日に貸し出しを行います。不用と
なったベビー用品の提供にもご協力をお願いしま
す。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

（ ID 7835)

ゴールデンウィーク期間中のごみの自己搬入

　ゴールデンウィーク期間中は、ごみの自己搬入の混雑が予想されます。状況によっては、順番待ちの車が
渋滞し、長時間お待ちいただく恐れがあります。
　自己搬入は、土曜日にも受け付けているので、なるべくゴールデンウィーク期間を避け、混雑・渋滞の緩
和にご協力をお願いします。
※　混雑状況によっては、やむを得ず自己搬入をお断りすることがあります。

計画・ごみ減量化担当
☎448－5260

6 月の環境学習リサイクル講座 環境学習・啓発施設
☎448－8766

　申込方法など詳しくは、市ホームページをご覧ください。（ ID 7838)

ディスプレイ用の椅子を作ろう！
　　　～廃木材パーツで飾り付け～

と　き　 6月22日㈯　10時～、13時30分～
対　象　小学生以上(令和 5年度に受講していない人)
※　小学生は保護者同伴で参加してください。
定　員　10人
持ち物　自分で使いやすい工具（かなづち、インパク
トドライバー、ドライバーなどあれば）

生ゴミを肥料に変える木製コンポストづくり
　　　　　～循環型ライフスタイルを楽しもう！～

環

境

補

助

金

エ
コ
ク
リ
ồ
ン
ピ
ア
は
り
ま

◇◇



広報たかさご

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
、
木
造
戸
建
て
住
宅

の
耐
震
化
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の

補
助
制
度
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
「
住
ま
い
の
省
エ
ネ
化
相
談
会
」

を
同
時
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

5
月
11
日
㈯

　
　
　
　

11
時
〜
14
時

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
高
砂
店
1
階
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
住
宅

◇
市
内
に
あ
る
昭
和
56
年
5
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
戸
建
て

住
宅

◇
木
造
在
来
工
法
2
階
以
下

住
ま
い
の
耐
震
化

　
　
　
　
　

無
料
相
談
会

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断

まずは
住まいの耐震性を
調べてみませんか？

　
「
無
料
で
診
断
を
し
ま
す
」の
言

葉
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。工
事
費

が
高
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

工
事
の
見
積
も
り
は
2
・
3
社
に

依
頼
し
、
第
三
者
に
よ
る
工
事
監

理
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に

　
　
　
　

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

工
事
を
誰
に
依
頼
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
兵
庫
県

の
住
宅
改
修
業
者
の
登
録
リ
ス
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
改
修
業
者
登
録
制
度

ひ
ょ
う
ご
住
ま
い

　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
8
・
3
6
0
・
2
5
3
6

依頼先に
悩んでいる人へ

　

簡
易
耐
震
診
断
員
（
建
築
士
）

に
よ
る
診
断
の
上
、
住
宅
の
耐
震

性
の
評
価
、
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
、

改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
ま
と

め
た
診
断
報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。

　

耐
震
性
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た

場
合
、
耐
震
改
修
工
事
に
は
市
の

補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

対　

象　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以

前
着
工
の
住
宅　

※　

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

診
断
手
数
料　

戸
建
て
住
宅
は
無
料

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
建
築
住
宅
課
ま

で
※　

申
込
書
は
建
築
住
宅
課
、
各

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で

も
取
り
出
せ
ま
す
。

（
ID
3
8
8
6
）

ひょうご住まい
サポートセンター

住まいの耐震化を
進めましょう

建築住宅課　☎443－9035

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

住
ま
い
の
耐
震
化

◇ 住宅の耐震改修補助制度 申請期間　5月7日 ～

補助額対　象補助制度
◇戸建て住宅
　補助率3分の2（上限20万円）
◇共同住宅
　補助率3分の2（上限1戸12万円）

昭和56年5月31日以前に着工した住宅住宅の耐震改修工事の設
計費用などへの補助です。

住宅耐震改修計画
策定費補助

◇戸建て住宅
　補助率5分の4（上限130万円）

昭和56年5月31日以前に着工し、耐震
診断で安全性が低いと診断された住宅
※　県の住宅業者登録制度に登録のあ
る業者の工事のみ

住宅の耐震改修工事費へ
の補助です。

住宅耐震改修
工事費補助

◇戸建て住宅
　補助率5分の4（上限50万円）

昭和56年5月31日以前に着工し、耐震
診断で「危険」と診断された住宅
※　県の住宅業者登録制度に登録のあ
る業者の工事のみ

一定の耐震性を確保する
ための工事費への補助で
す。

簡易耐震改修
工事費補助

◇戸建て住宅　50万円（定額）

昭和56年5月31日以前に着工し、耐震
診断で「やや危険」と診断された住宅
※　県の住宅業者登録制度に登録のあ
る業者の工事のみ

屋根を軽量化する工事へ
の補助です。

屋根軽量化
工事費補助

補助率23％（上限50万円）

昭和56年5月31日以前に着工し、耐震
診断で「危険」と診断された戸建て住宅
※　申請する前に耐震診断を受けて、
対象になるかを確認する必要があり
ます。

耐震性の低い住宅の解体
工事への補助です。

地震危険住宅除却
工事費補助

（空き家も対象）

補助率5分の4（上限100万円）

昭和56年5月31日以前に着工し、耐震
診断で「危険」と診断された戸建て住宅
※　申請する前に耐震診断を受けて、
対象になるかを確認する必要があり
ます。

耐震性の低い住宅を建て
替えする工事への補助で
す。

地震危険住宅建替
工事費補助

（空き家は対象外）

10万円または50万円（定額）昭和56年5月31日以前に着工し、耐震
診断で安全性が低いと診断された住宅

一部屋だけを補強する方
法もあります。

シェルター型
工事費補助

　1台10万円（定額）
昭和56年5月31日以前に着工し、耐震
診断で安全性が低いと診断された戸建
て住宅

高額な耐震改修が難しい
場合は、命を守る最低限
の対策として防災ベッド
などの設置が有効です。

防災ベッド等
設置等補助

その他の住宅補助制度

【各種補助金を受ける際の注意】
◇補助金を受けるには各種要件があります。要件を満たさない場合は補助金を受けることができません。
　詳しくは、建築住宅課までお問い合わせください。
◇補助金の交付決定を受けるまでは、契約しないでください。
◇各種補助には募集戸数に限りがあります。
◇各種補助を併用できる場合があります。詳しくは、建築住宅課までお問い合わせください。

補助額補助制度
◇住宅型〈一般タイプ〉
　補助率2分の1（上限150万円）
◇住宅型〈若年・子育て支援タイプ〉
　補助率3分の2（上限200万円）
◇事業所型
　補助率2分の1（上限150万円）

空き家を活用するためのリフォームに必要な費用
を補助します。

空き家活用
支援事業

ゼロカーボンの実現に向けて、省エネ基準を満たしていない既存住宅の省エネ化に必要な費
用を補助します。

既存住宅
省エネ化促進事業

省エネ基準：補助率40％（上限30万円）
ZEH水準：補助率80％（上限70万円）

省エネ性能の向上を目的とする改修計画策定に係
る調査、設計などの経費と改修工事の経費の一部
を補助します。改修工事については、全体改修に
限らず、複数のサッシ交換などの部分改修にも対
応しています。

省エネ改修計画
策定費補助・省エネ
改修工事費補助

パッケージ補助になり
申請しやすくなりました

補助率が昨年度よりも
上がりました
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明
る
く
住
み
よ
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

高
砂
市
人
権
教
育
協
議
会

令
和
6
年
度
の
主
な
事
業
予
定

第
55
回
総
会

　

と　

き　

5
月
28
日
㈫

　

と
こ
ろ　

文
化
会
館　

第
51
回
研
究
大
会

　

と　

き　

7
月
23
日
㈫

　

と
こ
ろ　

文
化
会
館
ほ
か

　

内　

容　

園
・
学
校
教
育
関

係
分
科
会

啓
発
事
業

◇
人
権
文
化
を
進
め
る
市
民
運

動
推
進
強
調
月
間

　

と　

き　

8
月
1
日
〜
31
日

◇
市
制
70
周
年
記
念
第
28
回
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

と　

き　

12
月
7
日
㈯

　

と
こ
ろ　

文
化
会
館

交
流
事
業

◇
第
71
回
兵
庫
県
人
権
教
育
研

究
大
会
東
播
磨
大
会

　

と　

き　

7
月
27
日
㈯

　

と
こ
ろ　

西
脇
市

◇
第
71
回
兵
庫
県
人
権
教
育
研

究
大
会
中
央
大
会

　

と　

き　

9
月
29
日
㈰

　

と
こ
ろ　

赤
穂
市

広
報
活
動

　

人
権
通
信
「
あ
け
ぼ
の
」
の

編
集
と
発
行

　

高
砂
市
人
権
教
育
協
議
会
は
、

憲
法
の
理
念
で
あ
る
基
本
的
人

権
尊
重
の
精
神
に
基
づ
き
、
家

庭
、
園
・
学
校
、
地
域
、
企
業

な
ど
で
の
人
権
教
育
・
啓
発
活

動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
社
会
状
況
の
変
化

に
伴
い
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
、
感

染
症
に
関
す
る
問
題
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
な
ど
、
人
権
問
題
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

高
砂
市
人
権
教
育
協
議
会

人
権
啓
発
D
V
D
紹
介
『
大
切
な
ひ
と
』

兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
向
け

て
、園
・
学
校
、地
域
や
企
業
な

ど
が
参
加
す
る
6
つ
の
専
門
部

会
を
設
け
、
人
権
教
育
・
啓
発

活
動
へ
の
取
り
組
み
の
充
実
・

活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
人
権
を
尊
重
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認

識
し
、
周
り
の
人
た
ち
の
人
権

に
も
十
分
配
慮
し
た
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
人
権
文
化
の

構
築
が
必
要
で
す
。
「
明
る
く

住
み
よ
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
作
の
ね
ら
い

　

今
回
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
、

「
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
部
落

差
別
と
人
権
〜
誰
も
が
一
人
の

人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
〜
」
で
す
。

　

現
代
社
会
に
お
け
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
利
便
性
が
高
く
、

S
N
S
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
な

ど
を
通
し
て
自
由
に
意
見
表
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
は
他
者
か
ら
の
評
価
が
自

身
の
評
価
と
誤
認
し
、
部
落
差

別
、
外
国
人
差
別
と
い
っ
た
偏

見
や
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な

情
報
を
発
信
す
る
行
為
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

と
き
に
投
稿
者
自
身
も
第
三

者
か
ら
誹
謗
中
傷
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
、
現
在
深
刻
な
人
権

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
一
部

の
情
報
が
、
誤
っ
た
認
識
や
差

別
意
識
を
助
長
す
る
こ
と
、
表

現
の
自
由
を
逸
脱
し
た
許
さ
れ

な
い
行
為
で
あ
る
と
気
付
く
大

切
さ
、
差
別
さ
れ
て
い
る
当
事

者
が
訴
え
続
け
る
と
い
う
負
担

を
強
い
る
社
会
構
造
の
実
態
に

つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、

差
別
の
な
い
社
会
、
誰
も
が
一

人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
人
権
啓
発
ド
ラ

マ
を
制
作
し
ま
し
た
。

※　
「
令
和
5
年
度
人
権
啓
発
ビ

デ
オ
活
用
ガ
イ
ド
」よ
り
転
載

D
V
D
の
貸
し
出
し

　

人
権
推
進
課
で
、
人
権
啓
発

D
V
D
『
大
切
な
ひ
と
』
を
貸

し
出
し
し
て
い
ま
す
。

じ
ん
け
ん
通
信

じ
ん
け
ん
通
信

　

「
あ
け
ぼ
の
」

　

「
あ
け
ぼ
の
」

　
　
　

第

　
　
　

第
1
9
2
9
2
号

人
権
推
進
課　

☎
4
4
3
・
9
0
6
0

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

高
砂
市
校
区
人
権
教
育
推
進
委
員
会

　

高
砂
市
人
権
教
育
協
議
会
の

専
門
部
会
の
1
つ
に
「
校
区
人

権
部
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
10
小
学
校
区
ご
と
に
設

置
さ
れ
た
校
区
人
権
教
育
推
進

委
員
会
は
、
推
進
委
員
長
を
中

心
に
、
地
元
自
治
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
団
体
、
P
T
A
や

園
・
学
校
関
係
者
か
ら
選
出
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、

地
域
に
根
差
し
た
人
権
啓
発
活

動
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
令
和
5

年
度
は
全
10
校
区
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
や
児
童
・
生
徒
も
参
加

し
て
講
演
会
・
学
習
会
な
ど
の

人
権
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
校
区
で
の
人
権
啓

発
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
校

区
人
権
推
進
委
員
を
対
象
に
、

校
区
人
権
教
育
全
体
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
る

人
権
課
題
解
決
に
向
け
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
声
を
生
か
し
な

が
ら
今
後
も
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
砂
市
人
権
教
育
協
議
会

曽
根
校
区

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験

県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
を
講
師

に
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
体
験
し
ま
し
た
。

各校区人権教育推進委員会主催で実施した講演会・学習会（令和 5年度)

校区 開催日 内　容

高砂1 10月27日 「あきらめない心」
ジャグリングパフォーマー　ちゃんへん。　さん

荒井2 10月13日 「誰もが誰かのたからもの」
そえんじ　さん

伊保3 1 月25日 「いのちからいのちへ～みんなが生まれてきた日には～」
岩崎　順子　さん

伊保南4 9 月22日 「今を生きる　ひとりひとりが名主役」
ちめいど雄介　さん

中筋5 10月 5 日 「権利の熱気球｣「みんなちがってみんないい」
高田　光裕　さん

曽根6 2 月 7 日 パラスポーツ体験　｢シッティングバレーボール」
県立障がい者スポーツ交流館指導員

米田7 10月26日 ｢心をつなぐ　地域をつなぐふれあいコンサート　マリンバ演奏会｣
広谷　陽子　さん　　今堀　有理　さん

米田西8 9 月21日 ｢親子で考えよう！インターネット・スマートフォン安全教室｣
石川　千明　さん

阿弥陀9 2 月 7 日 「これまでのわたし　これからのわたし　赤ちゃん先生」
NPO法人ママの働き方応援隊加古川校講師

北浜10 11月 1 日 「マリンバふれあいコンサート」
岩見　玲奈　さん

全校区 8月28日 「子ども食堂を通じてみるヤングケアラー」
伊勢　綾子　さん

じ
ん
け
ん
通
信

　

「
あ
け
ぼ
の
」

　
　
　

第
1
9
2
号

じ
ん
け
ん
通
信

　
　
　
ủ
あ
け
ぼ
の
Ứ

◇
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内容は変更される場合があります。

◇
会
社
な
ど
を
退
職
し
ỏ
第
2

号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者

に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
ỳ

た
と
きớ
第
2
号
ˣ
第
3
号
Ờ

て
い
ま
す
Ố
活
動
は
ỏ
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
資
金
を
も
と

に
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
な
ど
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
Ố
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

　

次
の
人
は
ỏ
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
税
ớ
種
別
割
Ờ
が
減
免

さ
れ
ま
す
Ố

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
ỏ

療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
1
ỏ
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

の
い
ず
れ
か
を
持
ち
ỏ
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
人

※　

自
動
車
税ớ
種
別
割
Ờの
減

免
を
受
け
て
い
る
人
ỏ
納
期

限
を
過
ぎ
た
も
の
は
対
象
外

※　

対
象
車
は
1
人
に
つ
き
1

台
の
み
ỏ
乗
り
換
え
た
場
合

は
再
度
申
請
が
必
要

申
請
期
間

　

5
月
1
日
 
Ỗ　

日
 

31

申
請
場
所　

課
税
課

※　

申
請
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
は
ỏ期
間
内
に
電
話
な
ど
で

課
税
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

軽
自
動
車
税

ớ
種
別
割
Ờの
減
免

課
税
課

☎
4
4
3
・
9
0
1
5

の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
Ố

加
入
区
分
は
次
の
3
種
類
で
す
Ố

◇
第
1
号
被
保
険
者

　

学
生
や
自
営
業
の
人
な
ど

◇
第
2
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者

◇
第
3
号
被
保
険
者

　

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

※　

本
人
や
配
偶
者
の
就
職
ỏ

結
婚
な
ど
で
種
別
変
更
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
Ố

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

国
民
年
金
係
へ
の
届
け
出

◇　

歳
に
な
る
前
に
ỏ
会
社
な

60ど
を
退
職
し
た
と
き

　
ớ
第
2
号
ˣ
第
1
号
Ờ

◇
離
婚
ỏ
ま
た
は
収
入
が　

万
130

円
を
超
え
第
3
号
被
保
険
者

が
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ

た
と
き

　
ớ
第
3
号
ˣ
第
1
号
Ờ

配
偶
者
の
勤
務
先
へ
の
届
け
出

◇
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
が　

歳
に

20

な
ỳ
た
と
き
ớ
第
3
号
Ờ

◇
配
偶
者
が
就
職
し
ỏ
第
2
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ

う
に
な
ỳ
た
と
き

　
ớ
第
1
号
ˣ
第
3
号
Ờ

福

祉

年

金

税

持
ち
物

◇
障
が
い
の
あ
る
人
が
所
有
し

て
い
る
軽
自
動
車
な
ど
の
場

合

　

納
税
通
知
書
ỏ
運
転
者
の
運

転
免
許
証
ỏ
各
手
帳

◇
障
が
い
者
の
た
め
の
装
置
を

備
え
て
製
造
・
構
造
変
更
し

て
い
る
軽
自
動
車
な
ど
の
場

合

　

納
税
通
知
書
ỏ
車
検
証
の
写

し
ỏ
車
体
の
写
真
ớ
ナ
ン
バ 

ồ
プ
レ
ồ
ト
と
装
置
や
構
造

が
わ
か
る
よ
う
に
前
後
か
ら

写
し
た
も
の
Ờ

自
動
車
税ớ
種
別
割
Ờの

納
期
限
は
5
月　

日
 

31

加
古
川
県
税
事
務
所

☎
4
2
1
・
9
2
7
1

　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
な
ど
で
ỏ

ク
レ
ジ
ỽ
ト
カ
ồ
ド
や
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
ỏ
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
納
付
手
続
き
が
可
能
で
す
Ố

　

各
種
納
付
方
法
に
つ
い
て
詳

し
く
は
ỏ
兵
庫
県
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

令
和
6
年
度
の

市
・
県
民
税
課
税
証
明
書

市
民
窓
口
課

☎
4
4
1
・
7
1
8
0

　

令
和
6
年
度
の
市
・
県
民
税

課
税
証
明
書
は
ỏ
5
月　

日
 

20

か
ら
市
役
所
本
庁
舎
ỏ
市
民
サ 

ồ
ビ
ス
コ
ồ
ナ
ồ
で
取
得
で
き

ま
す
Ố　
　
　
ớ　

5
9
5
1
Ờ

ID

持
ち
物　

本
人
確
認
書
類
ớ
公

的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
証
明
書
な
ど
Ờ
ỏ
委

任
状
ớ
代
理
申
請
の
場
合
Ờ

※　

3
月　

日
以
降
に
市
民
税
・

16

県
民
税
申
告
書
ま
た
は
所
得

税
等
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
人
は
ỏ
申
告
内
容
が
反

映
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
Ố
申
告
書
が
確
認
で
き
次

第
ỏ
順
次
反
映
し
ま
す
Ố

国
民
年
金
の
手
続
き

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

☎
4
4
3
・
9
0
2
2

加
古
川
年
金
事
務
所

☎
4
2
7
・
4
7
4
0

　

国
民
年
金
は
ỏ
国
内
に
住
所

が
あ
る　

歳
Ỗ　

歳
の
す
べ
て

20

59

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
　
　

特
設
人
権
相
談

人
権
推
進
課

☎
4
4
3
・
9
0
6
0

　

6
月
1
日
の
人
権
擁
護
委
員

の
日
に
合
わ
せ
ỏ
全
国
一
斉
特

設
人
権
相
談
所
の
開
設
な
ど
ỏ

人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
Ố

　

身
近
な
こ
と
で
困
ỳ
て
い
る

と
き
は
ỏ
人
権
擁
護
委
員
が
一

緒
に
解
決
の
方
法
を
考
え
ま
す
Ố

特
設
人
権
相
談

と　

き　

6
月
3
日
 

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

13

15

と
こ
ろ　

伊
保
地
域
交
流
セ
ン

タ
ồ

赤
十
字
会
員
増
強
運
動
月
間

日
本
赤
十
字
社

兵
庫
県
支
部
高
砂
市
地
区

☎
4
4
1
・
9
0
0
6

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
ỏ
被
災

者
へ
の
救
護
活
動
を
は
じ
め
ỏ

命
と
健
康
を
守
る
活
動
を
行
ỳ

健

康

食
育
教
室

と
ん
と
ん
・
コ
ト
コ
ト
の
会

健
康
増
進
課
こ
ど
も
健
康
担
当

☎
4
4
3
・
3
9
5
0

ぎ
Ỷ
う
ざ
作
り
に
挑
戦
！ 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

6
月　

日
 

11

　
　
　
　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

12

　
　
　
　
ớ
受
付
9
時　

分
Ỗ
Ờ

15

と
こ
ろ　

文
化
会
館
料
理
講
習
室

対　

象　

2
・
3
歳
の
子
ど
も

と
保
護
者

定　

員　

6
組

参
加
費　

大
人　
　
　

円
500

　
　
　
　

子
ど
も　
　

円　
200

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
ỏ
子

ど
も
用
の
箸
・
ス
プ
ồ
ン
・

フ
Ỽ
ồ
ク
ỏ
エ
プ
ロ
ン
ỏ
三

角
巾
ỏ
マ
ス
ク
ỏ
ふ
き
ん
2

枚
ỏ
筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
で
健
康
増
進

課
こ
ど
も
健
康
担
当
ま
で

※　

市
公
式
ア
プ
リ
ủ
た
か
さ

ご
ナ
ビ
Ứで
も
申
し
込
め
ま
す
Ố

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

税
・
年
金
・
福
祉
・
健
康
・
安
全
安
心

情
報
け
い
じ
ば
ん

麻
し
ん
風
し
ん 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

第
1
期
・
第
2
期
の
予
防
接
種

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

対　

象

◇
第
1
期

　

1
歳
の
誕
生
日
前
日
Ỗ
2
歳

の
誕
生
日
前
日

◇
第
2
期

　

6
歳
に
な
る
年
度
の
4
月
1

日
Ỗ
翌
年
3
月　

日
ớ
就
学

31

前
の
1
年
間
Ờ

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

予
防
接
種
費
の
助
成

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

対
象
者
に
は
ỏ
助
成
券
と
案

内
を
送
付
し
ま
す
Ốớ　

カ
月
児

10

健
康
診
査
案
内
に
同
封
し
ま
す
Ờ

　

詳
し
く
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ớ　

5
3
1
6
Ờ

ID

と
こ
ろ　

市
内
実
施
医
療
機
関

対　

象　

1
歳
Ỗ
2
歳
の
誕
生

日
前
日
ま
で
の
子
ど
も

助
成
額　

上
限
2
ỏ
0
0
0
円

※　

1
人
1
回
限
り

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

第
5
期
風
し
ん
定
期
接
種

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
は
ỏ

全
国
の
実
施
医
療
機
関
な
ど
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố
予

防
接
種
は
ỏ
抗
体
検
査
で
十
分

な
量
の
抗
体
が
な
い
と
判
明
し

た
人
に
の
み
実
施
し
ま
す
Ố

　

詳
し
く
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ớ　

4
0
4
7
Ờ

ID

対　

象　

昭
和　

年
4
月
2
日

37

Ỗ
昭
和　

年
4
月
1
日
に
生

54

ま
れ
た
男
性

※　

有
効
期
限
に
関
わ
ら
ず
ỏ

今
ま
で
に
送
付
し
た
ク
ồ
ポ

ン
券
は
ỏ
令
和
7
年
2
月
ま

で
使
え
ま
す
Ố

※　

ク
ồ
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た

場
合
は
健
康
増
進
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
Ố

人
も
申
請
可

対
象
機
器　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
機
器

◇
ủ
着
信
前
自
動
警
告
機
能
Ứ

と
ủ
自
動
録
音
機
能
Ứ
の
両

方
を
備
え
る
固
定
電
話
機
ま

た
は
外
付
け
機
器

◇
令
和
6
年
4
月
1
日
Ỗ　

月
12

　

日
に
購
入
し
た
も
の

31
※　

着
信
前
自
動
警
告
機
能
は
ỏ

呼
び
出
し
音
が
鳴
る
前
に
自

動
で
相
手
に
対
し
通
話
を
録

音
す
る
な
ど
の
警
告
メ
ỽ
セ 

ồ
ジ
を
流
す
機
能

※　

自
動
録
音
機
能
は
ỏ
通
話

内
容
を
自
動
で
録
音
す
る
機

能
※　

修
理
ỏ
点
検
ỏ
消
耗
品
の

交
換
ỏ
電
気
代
ỏ
設
置
ỏ
配

送
な
ど
の
経
費
は
対
象
外

補
助
額　

対
象
機
器
の
購
入
金

額
の　

円
未
満
を
切
り
捨
て

100

た
額

※　

上
限
額
は
ỏ
固
定
電
話
が

1
0
ỏ
0
0
0
円
ỏ
外
付
け

機
器
が
5
ỏ
0
0
0
円

※　

補
助
は
ỏ
1
世
帯
に
つ
き

1
回
限
り

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

健
康
増
進
課

☎
4
4
3
・
3
9
3
6

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ồ
マ
ウ
イ
ル
ス 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 
ớ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
Ờ感
染
症
予
防
接
種

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

小
学
6
年
生
・
高
校
2
年
生

相
当
の
年
齢
の
女
性
に
は
ỏ
5

月
下
旬
ご
ろ
に
個
別
通
知
し
ま

す
Ố
詳
し
く
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ 

ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ớ　

5
5
2
6
Ờ

ID

対　

象

◇
定
期
接
種

　

小
学
6
年
生
Ỗ
高
校
1
年
生

相
当
の
年
齢
の
女
性

◇
キ
Ỿ
ỽ
チ
ア
ỽ
プ
接
種

　

平
成
9
年
4
月
2
日
Ỗ
平
成

　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女

20性
※　

キ
Ỿ
ỽ
チ
ア
ỽ
プ
接
種
対

象
者
の
ỏ
公
費
に
よ
る
接
種

は
令
和
6
年
度
末
で
最
後
と

な
り
ま
す
Ố

※　

標
準
的
な
接
種
間
隔
で
3

回
接
種
を
期
間
内
に
完
了
す

る
た
め
に
は
ỏ
1
回
目
の
接

種
を
9
月
ま
で
に
終
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
Ố
接
種
を
希

望
す
る
人
は
ỏ
早
め
の
接
種

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
Ố

消
費
生
活
セ
ン
タ
ồ　

☎
4
4
3
・
9
0
7
8

そ
の
価
値
を
保
証
し
て
い
る

ủ
法
定
通
貨
Ứ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
Ố
価
格
が
変
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ỏ
価
格
が
急
落
し
ỏ

損
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
Ố

◇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
マ
ỽ
チ
ン
グ
ア
プ

リ
な
ど
を
き
ỳ
か
け
と
し
た

暗
号
資
産
の
詐
欺
や
悪
質
商

法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
Ố
友

人
・
知
人
か
ら
勧
め
ら
れ
た

場
合
で
も
ỏ
冷
静
に
判
断
し

て
く
だ
さ
い
Ố

◇
暗
号
資
産
交
換
業
者
は
ỏ
金

融
庁
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
Ố

利
用
す
る
際
は
ỏ
登
録
業
者

か
ど
う
か
を
金
融
庁
の
ウ
ỻ

ブ
サ
イ
ト
で
事
前
に
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
Ố

※　

少
し
で
も
不
安
に
思
ỳ
た

ら
ỏ
消
費
生
活
セ
ン
タ
ồ
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

事
例
1 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
ỳ
た
人
か

ら
暗
号
資
産
の
取
引
を
勧
め
ら

れ
て
ỏ
指
定
さ
れ
た
口
座
に
現

金
を
振
り
込
ん
だ
Ố
そ
の
直
後

か
ら
ỏ
連
絡
が
つ
か
な
く
な
ỳ

て
し
ま
ỳ
た
Ố

事
例
2 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

マ
ỽ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
で
知
り

合
ỳ
た
人
に
ủ
絶
対
に
も
う
か

る
Ứ
と
暗
号
資
産
の
投
資
の
話

を
持
ち
掛
け
ら
れ
て
海
外
の
事

業
者
に
投
資
を
し
た
Ố
出
金
し

よ
う
と
し
た
ら
ỏ
高
額
な
費
用

を
請
求
さ
れ
出
金
で
き
な
い
Ố

契
約
は
慎
重
に 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

◇
暗
号
資
産
は
ỏ
イ
ン
タ
ồ
ネ 

ỽ
ト
で
や
り
と
り
さ
れ
る
ỏ

通
貨
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ

電
子
デ
ồ
タ
で
す
Ố
日
本
円

や
米
ド
ル
の
よ
う
に
ỏ
国
が

暗
号
資
産
の
投
資
話
に
注
意
！

安

心

全
安

自
動
録
音
機
能
付
電
話
等

購
入
補
助
金

危
機
管
理
室

☎
4
4
3
・
9
0
0
8

　

特
殊
詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
化

し
て
お
り
ỏ
特
に　

歳
以
上
の

65

人
の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
Ố

　

特
殊
詐
欺
対
策
と
し
て
有
効

と
さ
れ
て
い
る
自
動
録
音
機
能

付
電
話
な
ど
の
購
入
補
助
を
行

い
ま
す
Ố
申
請
方
法
な
ど
詳
し

く
は
ỏ
危
機
管
理
室
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

対
象
者　

申
請
日
時
点
で
市
内

在
住
の　

歳
以
上
の
人

65

※　

対
象
者
と
同
居
し
て
い
る



広報たかさご

内容は変更される場合があります。

と
き
・
内
容

◇
5
月　

日


11

　

4
人
制
大
会

◇
5
月　

日
 

12

　

2
人
制
大
会

※　

い
ず
れ
も
9
時
Ỗ

※　

天
候
に
よ
り
日
程
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
Ố

と
こ
ろ　

向
島
公
園
ỏ
高
砂
海

浜
公
園

　

出
水
期
に
備
え
て
ỏ
土
の
う

作
成
や
避
難
誘
導
ỏ
水
難
救
助

訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
Ố

と　

き　

5
月　

日
 

26

　
　
　
　

9
時
Ỗ　

時
11

と
こ
ろ　

加
古
川
右
岸
河
川
敷

　

高
砂
市
は
ỏ
過
去
3
年
間
で

一
万
人
当
た
り
の
自
転
車
事
故

が
県
内
で
一
番
多
く
ỏ
県
か
ら

自
転
車
交
通
安
全
対
策
重
点
推

進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　

令
和
5
年
中
の
自
転
車
が
関

係
す
る
人
身
事
故
は
ỏ
人
身
事

故
全
体
の
約　

％
を
占
め
て
お

34

り
ỏ
県
下
の
割
合
を
約
8
％
も

上
回
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

自
転
車
事
故
は
ỏ
交
差
点
で

多
く
発
生
し
ま
す
Ố
自
転
車
安

全
利
用
五
則
を
守
り
ま
し
Ỷ
う
Ố

自
転
車
安
全
利
用
五
則 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

◇
車
道
が
原
則
ỏ
左
側
を
通
行

　

歩
道
は
例
外
ỏ歩
行
者
を
優
先

◇
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停

止
を
守
ỳ
て
ỏ
安
全
確
認

◇
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

◇
飲
酒
運
転
は
禁
止　

◇
ヘ
ル
メ
ỽ
ト
を
着
用

ヘ
ル
メ
ỽ
ト
の
着
用
を
！ 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

自
転
車
を
利
用
す
る
際
の
ヘ

ル
メ
ỽ
ト
着
用
は
努
力
義
務
で

す
Ố
自
転
車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ 

ỽ
ト
を
着
用
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

　

横
断
歩
道
で
歩
行
者
が
巻
き

込
ま
れ
る
重
大
な
交
通
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
Ố
事
故
防
止

の
た
め
ỏ
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ 

ồ
も
横
断
歩
道
合
図
運
動
を
行

い
ま
し
Ỷ
う
Ố

　

市
は
ỏ
県
の
ủ
横
断
歩
道
歩

行
者
優
先
宣
言
Ứ
に
賛
同
し
て

い
ま
す
Ố
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う

と
す
る
人
が
い
る
と
き
は
ỏ
歩

行
者
優
先
を
徹
底
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

横
断
歩
道
合
図ớ
ア
イ
ズ
Ờ運
動

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で

は
ỏ
歩
行
者
・
ド
ラ
イ
バ
ồ
の

両
方
が
手
を
挙
げ
ỏ
目
で
合
図

な
ど
を
行
う
こ
と
で
ỏ
交
通
事

故
の
防
止
を
図
る
運
動
で
す
Ố

説
を
聞
き
な
が
ら
ỏ
山
で
生
き

る
植
物
を
観
察
し
ま
す
Ố

と　

き　

6
月
1
日


※　

荒
天
中
止

と
こ
ろ　

市
ノ
池
公
園
周
辺

講　

師　

松
本　

修
二
氏

　

ớ
姫
路
市
立
手
柄
山
温
室
植

物
園
研
究
員
Ờ

定　

員　
　

人
20

参
加
費　

無
料

し
め
切
り　

5
月　

日
 

24

申
込
方
法　

電
話
で
文
化
ス
ポ 

ồ
ツ
課
ま
で

催

し

水

防

訓

練

消
防
署

☎
4
4
8
・
4
4
1
9

Ｊ
ア
ラ
ồ
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

危
機
管
理
室

☎
4
4
3
・
9
0
0
8

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ムớ
Ｊ

ア
ラ
ồ
ト
Ờを
使
用
し
ỏ弾
道
ミ

サ
イ
ル
情
報
な
ど
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い
情
報
を
瞬
時
に

伝
え
る
た
め
の
試
験
放
送
を
行

い
ま
す
Ố
市
内　

カ
所
の
防
災

64

行
政
無
線
で
一
斉
放
送
し
ま
す
Ố

と　

き　

5
月　

日
 　
　

時

22

11

※　

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
ỏ

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

放
送
内
容

　

上
り
チ
Ỿ
イ
ム
音

　
ủ
こ
れ
は
ỏＪ
ア
ラ
ồ
ト
の
テ

ス
ト
で
す
Ố
Ứ
ớ
3
回
Ờ

　
ủ
こ
ち
ら
は
ỏぼ
う
さ
い
高
砂

市
で
す
Ố
Ứ

　

下
り
チ
Ỿ
イ
ム
音

自
転
車
の
安
全
利
用
促
進

高
砂
警
察
署

☎
4
4
2
・
0
1
1
0

土
木
総
務
課

☎
4
4
3
・
9
0
4
0

毎
月　

日
は

11

横
断
歩
道
お
も
い
や
り
の
日

土
木
総
務
課

☎
4
4
3
・
9
0
4
0

学

ぶ

高
砂
文
化
教
室ủ
高
砂
学
Ứ

文
化
ス
ポ
ồ
ツ
課

☎
4
4
3
・
9
1
3
6

市
ノ
池
自
然
観
察
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

食
虫
植
物
や
絶
滅
の
恐
れ
が

あ
る
植
物
な
ど
ỏ
専
門
家
の
解

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

ớ
基
礎
講
座
Ờ

社
会
福
祉
協
議
会

☎
4
4
3
・
3
4
0
8

鯖
4
4
4
・
4
8
6
5

と　

き　

6
月
1
日

Ỗ　

月
10

　

日

の
毎
週
土
曜
日

12

　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ

ン
タ
ồ

対　

象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
ớ
入
門
課
程
Ờ
を
修
了
し

た
人
ỏ
ま
た
は
同
等
の
技
術

が
あ
る
人

定　

員　
　

人
20

参
加
費　

無
料

※　

テ
キ
ス
ト
代
3
ỏ
3
0
0

円
が
別
途
必
要

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
開
放

伊
保
ス
ポ
ồ
ツ
広
場

☎
4
5
1
・
7
3
0
8

　

利
用
日
当
日
に
ỏ
伊
保
ス
ポ 

ồ
ツ
広
場
管
理
棟
窓
口
で
受
け

付
け
し
て
く
だ
さ
い
Ố
コ
ồ
ス

の
準
備
や
片
づ
け
は
管
理
者
が

行
い
ま
す
Ố
集
ま
ỳ
た
皆
さ
ん

で
譲
り
合
ỳ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
Ố

と　

き　

5
月
Ỗ
令
和
7
年
3

月
の
毎
週
月
曜
日

　

9
時　

分
Ỗ　

時　

分

30

11

30

※　

祝
日
ỏ
8
月
を
除
く

と
こ
ろ　

伊
保
ス
ポ
ồ
ツ
広
場

参
加
費　

1
人
2
時
間　

円
300

持
ち
物　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
ク
ラ
ブ
ỏ
ボ
ồ
ル

ス

ツ

ポ
ồ

し
め
切
り　

5
月　

日
 

17

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
Ỹ

ク
ス
で
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

兵
庫
県
中
学
校

ビ
ồ
チ
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
大
会

兵
庫
県
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
協
会

☎
0
9
0
・
4
7
6
8
・
6
1
7
3

　

県
内
中
学
生
の
ビ
ồ
チ
バ
レ 

ồ
大
会
を
観
戦
し
ま
せ
ん
か
Ố

高
砂
市
制　

周
年
記
念
事
業

70

創
立　

周
年
記
念

30

第　

回
高
砂
太
鼓
蕣
会

11

　

銭
太
鼓
芸
能
発
表
会

高
砂
太
鼓
蕣
会

☎
0
7
9
・
2
5
4
・
4
5
3
6

と　

き　

5
月　

日
 

12

　
　

時
Ỗ
ớ
開
場　

時　

分
Ờ

13

12

30

と
こ
ろ　

文
化
会
館
ぼ
ỳ
く
り

ん
ホ
ồ
ル

曲　

目

◇
和
太
鼓　

和
知
太
鼓　

ほ
か

◇
銭
太
鼓　

安
来
節
ỏ
憧
れ
は

馬
車
に
乗
ỳ
て　

ほ
か

◇
傘
踊
り　

広
島
木
遣
り　

ほ
か

特
別
ゲ
ス
ト

　

太
鼓
衆
団　

輪
田
鼓

入
場
料　

無
料

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

安
全
安
心
・
学
ぶ
・
ス
ポ
ồ
ツ
・
催
し

情
報
け
い
じ
ば
ん

な
ど
Ờ
を
行
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ố

本
を
借
り
る

　

自
動
貸
出
機
で
セ
ル
フ
貸
し

出
し
も
で
き
ま
す
Ố

　

貸
出
冊
数　

1
人　

冊
ま
で

10

　

貸
出
期
間　

2
週
間
ま
で

本
の
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト

　

お
探
し
の
本
が
貸
し
出
し
中

の
場
合
は
予
約
が
ỏ
所
蔵
が

な
い
場
合
は
リ
ク
エ
ス
ト
が

で
き
ま
す
Ố

レ
フ
Ỹ
レ
ン
ス
サ
ồ
ビ
ス

　

生
活
の
中
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
図
書
館
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
Ố

障
が
い
者
サ
ồ
ビ
ス

　

ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
に
よ
る
本
の

朗
読
サ
ồ
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
Ố

電
子
書
籍
サ
ồ
ビ
ス
・

デ
ジ
タ
ル
郷
土
た
か
さ
ご

　

図
書
館
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
提

供
し
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ồ
ビ

ス
を
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
で
利
用
で
き
ま
す
Ố

読
書
手
帳

　

読
ん
だ
本
の
名
前
や
作
者
ỏ

借
り
た
日
ỏ
感
想
を
記
録
で

き
る
読
書
手
帳
を
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
Ố

　

内　

容　

わ
ら
べ
唄
ỏ
絵
本

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す

◇
え
ほ
ん
の
も
り

　

と　

き　

毎
週
火
曜
日

　
　
　

時
Ỗ
ỏ　

時　

分
Ỗ

10

10

30

　

内　

容　

紙
芝
居
と
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

　

対　

象　

幼
児

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

資
料
展
示

ủ
開
こ
う
！
世
界
へ
の
と
び
ら
Ứ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

手
に
取
り
た
く
な
る
児
童
向

け
の
図
書
を
紹
介
し
ま
す
Ố

と　

き　

Ỗ
5
月　

日
 

12

み
ん
な
で
シ
ネ
マ
リ
バ
イ
バ
ル

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と
き
・
内
容

　

6
月　

日
 

23

◇　

時　

分
Ỗ　

こ
ど
も
シ
ネ
マ

10

30

　
ủ
夢
を
買
ỳ
た
男
Ứ
他
2
編

◇　

時
Ỗ　

お
と
な
シ
ネ
マ

14

　
ủ
マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に
Ứ

定　

員　

各　

人
40

申
込
期
間　

5
月　

日
 

30

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
ま
で

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
ゼ
ミ
生
募
集

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

図
書
館
名
誉
館
長
と
一
緒
に
ỏ

図
書
館
で
高
砂
市
史
を
題
材
に

し
た
自
主
学
習
を
行
い
ỏ
そ
の

成
果
を
皆
さ
ん
に
発
表
し
ま
す
Ố

コ
ồ
ス

◇
高
砂
市
史
ゼ
ミ

　

高
砂
市
史
な
ど
か
ら
ỏ
自
分

が
気
に
な
る
こ
と
を
テ
ồ
マ

に
調
査
・
活
動
し
ま
す
Ố

◇
映
像
ゼ
ミ

　

市
内
の
名
勝
・
旧
跡
の
映
像

シ
リ
ồ
ズủ
た
か
さ
ご
八
景
Ứ

の
制
作
に
全
員
で
取
り
組
み

ま
す
Ố

と　

き　

6
月
Ỗ
令
和
7
年
3

月
ớ
全
8
回
程
度
Ờ

※　

初
回
は
6
月　

日

ỏ
高

22

砂
市
史
ゼ
ミ
は　

時
か
ら
ỏ

10

映
像
ゼ
ミ
は　

時
か
ら
ớ
各

13

1
時
間
程
度
Ờ

定　

員　

各　

人
10

参
加
費　

無
料

申
込
期
間　

5
月
1
日
 

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
ま
で

図
書
館
の
利
用
案
内 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

開
館
時
間

　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

20

休
館
日

　

毎
月
第
1
月
曜
日
ớ
祝
日
の

場
合
は
翌
日
Ờ
ỏ
年
末
年
始
ỏ

特
別
整
理
期
間

図
書
館
カ
ồ
ド
を
作
る

　

図
書
館
で
申
込
書
の
記
入
と

住
所
確
認ớ
免
許
証
・
保
険
証

高
砂
市
制　

周
年
記
念
事
業

70

高
砂
市
吹
奏
楽
団

第　

回
定
期
演
奏
会

41
高
砂
市
吹
奏
楽
団
事
務
局

☎
0
9
0
・
5
6
6
7
・
8
9
5
3

と　

き　

5
月　

日
 

19

　
　

時　

分
Ỗ
ớ
開
場　

時
Ờ

13

30

13

と
こ
ろ　

文
化
会
館
じ
Ỷ
う
と

ん
ば
ホ
ồ
ル

曲　

目　

2
0
2
4
年
度
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ồ
ル
課
題
曲
よ
り
ỏ

チ
Ỿ
ル
ダ
ỽ
シ
ỿ
ỏ
ミ
ỿ
ồ

ジ
カ
ル
ủ
タ
ン
タ
ン－

太
陽

の
神
殿
Ứ
ỏ
ジ
Ỿ
パ
ニ
ồ
ズ

グ
ラ
フ
テ
ỹ
ồ
Ⅴ　

ほ
か

指　

揮　

三
浦　

克
哉　

氏

　
　
　
　

萩
原　

稔
浩　

氏

特
別
ゲ
ス
ト

　
　
　
　

田
端　

直
美　

氏

入
場
料　

無
料

5
月
の
図
書
館

図
書
館

☎
4
3
2
・
1
3
5
5

休
館
日 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

7
日
 

行
事
・
イ
ベ
ン
ト 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

※　

申
し
込
み
不
要
・
無
料 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

◇
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　

と　

き　

5
月
4
日


　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

14

　

内　

容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

対　

象　

幼
児

　

※　

参
加
は
子
ど
も
の
み

◇
お
は
な
し
会

　

と　

き

　
　

5
月　

日

・　

日


11

18

　
　
　

時
Ỗ

14

　

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
ス
ト
ồ
リ
ồ
テ
リ
ン
グ

　

対　

象　

5
歳
Ỗ
小
学
校
低

学
年

　

※　

参
加
は
子
ど
も
の
み

◇
え
ほ
ん
と
お
は
な
し
の
会

　

と　

き　

5
月　

日
 

15

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

　

内　

容　

わ
ら
べ
歌
あ
そ
び
ỏ

絵
本
ỏ
紙
芝
居
ỏ
折
り
紙

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す

◇
親
と
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
唄

　

と　

き　

5
月　

日
 

23

　
　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

10

30

入
江
寄
席ớ
落
語
会
Ờ

曽
根
小
町
く
ら
ぶ

☎
0
9
0
・
1
8
9
6
・
9
8
5
3

　

旧
入
江
家
住
宅
の
主
屋
座
敷

に
高
座
を
設
け
ỏ
高
砂
出
身
の

落
語
家
・
夢
眠
亭
日
侶
麿
さ
ん

ら
に
よ
る
落
語
会
を
上
演
し
ま

す
Ố

と　

き　

5
月　

日


25

　
　
　
　
　

時
Ỗ
ỏ　

時
Ỗ

11

14

と
こ
ろ　

旧
入
江
家
住
宅

定　

員　

各　

人
30

申
込
期
間

　

5
月　

日
 
Ỗ　

日
 

12

22

　

9
時
Ỗ　

時
16

申
込
方
法　

電
話
で
曽
根
小
町

く
ら
ぶ
ま
で

高
砂
市
制　

周
年
記
念
事
業

70

第
2
回
北
観
・

　

阿
弥
陀
フ
ỻ
ス

高
砂
市
観
光
交
流
ビ
ỿ
ồ
ロ
ồ

北
観
光
案
内
所

☎
4
5
5
・
9
3
9
8

　

高
砂
市
北
部
地
域
の
活
性
化

と
北
観
光
案
内
所
の
周
知
を
目

的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
Ố

　

飲
食
ブ
ồ
ス
ỏ
ス
テ
ồ
ジ
シ 

ἀ
ồ
ớ
演
奏
・
大
道
芸
・
ダ
ン

ス
Ờ
ỏ
じ
Ỷ
う
と
ん
バ
ス
・
電

気
自
動
車
の
展
示
ỏ
バ
ス
運
転

手
の
制
服
試
着
撮
影
会
ỏ
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
Ố

と　

き　

6
月
1
日


　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

15

※　

雨
天
時
は
6
月
2
日
 
に

延
期

と
こ
ろ　

観
光
交
流
ビ
ỿ
ồ
ロ 

ồ
北
観
光
案
内
所
ớ
阿
弥
陀

町
長
尾
1
9
9－

1　

香
房

た
か
さ
ご
食
彩
縁
内
Ờ
ỏ
阿

弥
陀
新
池



広報たかさご

対　

象　

小
学
生
以
上

受
講
料　

3
ỏ
0
0
0
円

持
ち
物　

ハ
ン
コ
に
し
た
い
図

柄
や
イ
ラ
ス
ト
ớ
は
が
き
サ

イ
ズ
Ờ

楽
し
い
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
教
室 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き

　

令
和
7
年
3
月
2
日
 

　
　

時
Ỗ

10
と
こ
ろ　

文
化
会
館
展
示
集
会
室

講　

師　

ま
る
む
し
商
店　

磯
部

対　

象　

小
学
生
以
上

※　

低
学
年
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要

受
講
料　

3
ỏ
0
0
0
円

持
ち
物　

タ
オ
ル
ỏ
筆
記
用
具
ỏ

の
り
ỏ
ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
色

鉛
筆
ỏ
ス
マ
ホ
ま
た
は
タ
ブ

レ
ỽ
ト

内容は変更される場合があります。

よ
Ỗ
し
も
ỳ
と
学
ぼ
う
！

　

芸
人
ワ
ồ
ク
シ
ἀ
ỽ
プ

園
み
ど
り
の
相
談
所
ま
で

花
と
緑
の
教
室 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

申
込
方
法　

は
が
き
ớ
1
人
1

枚
1
教
室
Ờに
教
室
名
ỏ住
所
ỏ

氏
名
ỏ
電
話
番
号
を
記
入
の

上
ỏ
市
ノ
池
公
園
み
ど
り
の

相
談
所
ớ
〒　

－

　
　

阿
弥

676

0828

陀
町
地
徳　

Ờ
ま
で

301

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

※　

当
選
者
に
は
抽
選
日
以
降

に
電
話
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
Ố

◇
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

　

と　

き　

6
月
8
日


　
　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

　

と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
室

　

定　

員　
　

人
30

　

受
講
料　

1
ỏ
5
0
0
円

　

持
ち
物　

剪
定
用
ば
さ
み
ỏ

小
さ
い
移
植
ご
て
ỏ
持
ち

帰
り
用
袋

　

し
め
切
り　

5
月　

日
 

27

　
　
　
　
　
　

必
着

　

抽
選
日　

5
月　

日
 

29

◇
福
助
菊
・
ダ
ル
マ
菊
の

作
り
方
と
育
て
方
①

　
　

菊
の
苗
を
持
ち
帰
れ
ま
す
Ố

　

と　

き　

6
月　

日


15

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

　

と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
室

　

定　

員　
　

人
20

　

受
講
料　

無
料

　

持
ち
物　

筆
記
用
具

　

し
め
切
り　
6
月
3
日
 
必
着

　

抽
選
日　

6
月
5
日
 

展
示
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

◇
第　

回
古
典
園
芸
植
物
と

16

山
野
草
展

　

と　

き

　
　

5
月
4
日

・
5
日


　
　

9
時
Ỗ　

時
17

　

※　

5
日

は　

時
ま
で

16

　

と
こ
ろ　

展
示
コ
ồ
ナ
ồ

◇
第
9
回
多
肉
植
物
展

　

と　

き

　
　

5
月　

日

Ỗ　

日
 

11

26

　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

10

16

50

　

と
こ
ろ　

市
ノ
池
公
園
温
室

水
彩
な
ど
Ờ
ỏ
書
道
ỏ
写
真
ỏ

彫
塑
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン

出
品
料　

無
料

※　

美
術
協
会
へ
の
入
会
が
必

要ớ
年
会
費
一
般
2
ỏ0
0
0

円
ỏ高
校
生
・
大
学
生
1
ỏ0

0
0
円
Ờ

第　

回
高
砂
市
美
術
協
会
展 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

47
と　

き

　

6
月　

日
 
Ỗ　

日
 

14

16

　
　

時
Ỗ　

時

10

17

※　
　

日
 
は　

時
ま
で

16

16

と
こ
ろ　

文
化
会
館

　
　
　
　

会
議
室
2

講　

師　

茶
華
道
協
会
理
事

対　

象　

小
学
生
以
上

定　

員　

各　

人
15

参
加
費　

各
1
ỏ
0
0
0
円

※　

花
材
費
の
み

し
め
切
り

◇
第
1
回　

5
月　

日
 

31

◇
第
2
回　

6
月　

日
 

30

◇
第
3
回　

8
月　

日


31

申
込
方
法　

電
話
で
高
砂
市
茶

華
道
協
会
ま
で

文
化
会
館

☎
4
4
2
・
4
8
3
1

　

4
講
座
す
べ
て
受
講
し
た
人

に
は
ỏ
令
和
7
年
3
月
2
日
 

に
修
了
書
を
お
渡
し
し
ま
す
Ố

申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て

直
接
文
化
会
館
ま
で

※　

講
座
は
い
ず
れ
も　

分
程
度

90

写
経
教
室 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

5
月　

日
 

15

　
　
　
　
　

時
Ỗ

19

と
こ
ろ　

文
化
会
館
展
示
集
会
室

講　

師　

笑
い
飯　

哲
生

対　

象　

中
学
生
以
上

受
講
料　

3
ỏ
0
0
0
円

持
ち
物　

筆
ペ
ン

紙
切
り
教
室 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

8
月　

日


10

　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

と
こ
ろ　

文
化
会
館
多
目
的
室
1

講　

師　

笑
福
亭　

笑
利

対　

象　

小
学
生
以
上

受
講
料　

3
ỏ
0
0
0
円

持
ち
物　

は
さ
み
ỏ
の
り

消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
ア
ồ
ト
教
室

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　
　

月
9
日


11

　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

と
こ
ろ　

文
化
会
館
多
目
的
室
1

講　

師　

女
と
男　

ワ
ダ
ち
Ỵ
ん

募

集

高
砂
市
美
術
協
会
展

作
品
募
集

高
砂
市
美
術
協
会

☎
4
4
2
・
4
3
5
8

　

詳
し
く
は
ỏ
各
地
域
交
流
セ

ン
タ
ồ
ỏ
文
化
会
館
な
ど
に
設

置
し
て
い
る
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
Ố

受
付
日　

6
月
2
日
 

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

13

16

受
付
場
所　

文
化
会
館
ぼ
ỳ
く

り
ん
ホ
ồ
ル

部　

門　

絵
画ớ
日
本
画
ỏ油
彩
ỏ

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ồ
の
募
集

姫
路
河
川
国
道
事
務
所

河
川
管
理
第
一
課

☎
0
7
9
・
2
8
2
・
8
5
0
5

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ỏ

姫
路
河
川
国
道
事
務
所
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

期　

間　

7
月
1
日
Ỗ
令
和
7

年
6
月　

日
30

対　

象　

市
内
在
住
で
加
古
川

沿
い
に
住
ん
で
い
る　

歳
以

20

上
の
人

定　

員　

若
干
名

謝　

礼　

月
額
4
ỏ
5
0
0
円

程
度

し
め
切
り　

5
月　

日
 

31

い
け
ば
な
体
験
教
室

高
砂
市
茶
華
道
協
会

☎
4
4
2
・
0
0
2
1

　

体
験
教
室
に
参
加
し
て
ỏ
秋

の
い
け
ば
な
展
に
出
品
し
ま
せ

ん
か
Ố

と　

き

◇
第
1
回　

6
月
8
日


◇
第
2
回　

7
月　

日


13

◇
第
3
回　

9
月
7
日


※　

い
ず
れ
も　

時
Ỗ　

時

14

16

と
こ
ろ　

文
化
会
館
3
階

み
ど
り
の
相
談
所

体
験
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

ハ
ồ
ブ
の
香
り
を
楽
し
む
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
と
一
緒
に
ハ 

ồ
ブ
の
香
り
を
楽
し
み
ỏ
利
用

方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
Ố

と　

き　

5
月　

日
 

10

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

10

11

30

と
こ
ろ　

市
ノ
池
公
園
ハ
ồ
ブ
園

定　

員　
　

人
10

※　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

フ
ỻ
イ
ス
タ
オ
ル
ỏ

帽
子
ỏ
飲
み
物
ỏ
剪
定
ば
さ

み
ớ
持
ỳ
て
い
る
人
Ờ

申
込
方
法　

電
話
で
市
ノ
池
公

市
ノ
池
公
園
み
ど
り
の
相
談
所

☎
4
4
7
・
6
4
0
1

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

催
し
・
募
集
・
お
知
ら
せ

情
報
け
い
じ
ば
ん

上
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

　

詳
し
く
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ớ　

4
2
0
8
Ờ

ID

対　

象　

平
成　

年
4
月
2
日

16

Ỗ
平
成　

年
4
月
1
日
生
ま

17

れ
の
人

定　

員　

6
人
程
度

し
め
切
り　

5
月　

日
 
必
着

17

申
込
方
法　

住
所
ỏ
氏
名
ỏ
生

年
月
日
ỏ
電
話
番
号
ỏ
出
身

中
学
校
ỏ
応
募
動
機
ớ　

字
100

程
度
ỏ
ど
ん
な
式
典
に
し
た

い
か
な
ど
Ờ
を
記
入
の
上
ỏ

メ
ồ
ル
で
シ
テ
ỹ
プ
ロ
モ
ồ

シ
ἀ
ン
室
ま
で

は
た
ち
の
つ
ど
い 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き

　

令
和
7
年
1
月　

日


13

と
こ
ろ　

文
化
会
館
じ
Ỷ
う
と

ん
ば
ホ
ồ
ル

市
職
員
募
集

人
事
課

☎
4
4
3
・
9
0
0
5

　

詳
し
く
は
ỏ
広
報
た
か
さ
ご

6
月
号
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
Ố

常
勤
職
員 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

ớ
令
和
7
年
4
月
採
用
予
定
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

採
用
試
験
日
ớ
1
次
試
験
Ờ

◇
一
般
行
政
職ớ
事
務
職
ỏ土
木

職
ỏ建
築
職
ỏ電
気
職
ỏ保
健

師
ỏ
保
育
士
・
教
諭
な
ど
Ờ

　

6
月
実
施
予
定

※　

申
込
期
間
は
5
月
下
旬
か

ら
6
月
上
旬
の
予
定
で
す
Ố

◇
消
防
職

　

9
月
実
施
予
定

※　

採
用
試
験
日
な
ど
は
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
Ố

多
目
的
室
6

定　

員　
　

人
程
度

20

受
講
料　

1
5
ỏ
4
0
0
円

※　

申
し
込
み
時
に
全
納
ま
た

は
前
期
後
期
2
分
割
を
選
択

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
ỏ

室
内
用
運
動
靴
ỏ
タ
オ
ル
ỏ

飲
み
物

申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て

直
接
文
化
会
館
ま
で

交
換
コ
ồ
ナ
ồ

　

☎
0
8
0
・
5
3
6
7
・
6

1
8
2

　

※　

取
り
に
来
ら
れ
る
人

◇
梅
酒
の
び
ん
ớ
直
径　

㎝
ỏ

13

高
さ　

㎝
円
柱
型
Ờ

27

　

無
料　

曽
根
町　

匿
名

　

☎
4
4
8
・
5
8
3
4

ừ
譲
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ử

◇
毛
糸
全
般
ỏ
ボ
タ
ン
全
般

　

無
料　

曽
根
町　

匿
名

　

☎
0
8
0
・
5
3
5
2
・
3

3
7
6

　

は
た
ち
の
つ
ど
い
ớ
旧
成
人

式
Ờの
代
表
と
し
て
ỏ企
画
や
運

営
に
携
わ
る
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
Ố
実
行
委
員
会
は
3
回

程
度
開
催
し
ỏ
式
典
で
は
舞
台

春
季
カ
ル
チ
Ỿ
ồ
ス
ク
ồ
ル

は
た
ち
の
つ
ど
い

は
た
ち
代
表
者
募
集

シ
テ
ỹ
プ
ロ
モ
ồ
シ
ἀ
ン
室

☎
4
4
1
・
9
9
0
4

死tact143

       8  

　

@
city.takasago.lg.j

 
                  p  

文
化
会
館

☎
4
4
2
・
4
8
3
1

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
®ớ　

分
Ờ＆ 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

45

ス
ト
レ
ỽ
チớ　

分
Ờ

15

Ỗ
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
ろ
う
！
Ỗ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

5
月
Ỗ
9
月
の
第
1・

2
・
4
水
曜
日
ớ
全　

回
Ờ

14

　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分

10

30

11

30

と
こ
ろ　

文
化
会
館
東
館
1
階

高
砂
市
文
化
連
盟
会
員
募
集

高
砂
市
文
化
連
盟
事
務
局

ớ
文
化
ス
ポ
ồ
ツ
課
Ờ

☎
4
4
3
・
9
1
3
6

　

高
砂
市
文
化
連
盟
は
ỏ
高
砂

市
の
文
化
を
育
て
豊
か
な
郷
土

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
Ố
入
会
方
法
な
ど

詳
し
く
は
ỏ
各
団
体
担
当
者
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

電話番号担当者団体名
☎090－3496－7344横出　春音高砂市邦楽協会
☎443－2070宮脇　万利子高砂市民舞団体連絡協議会
☎090－9116－6763隈本　昌洋高砂演奏連盟
☎442－5863原　英俊高砂市俳句協会
☎090－2011－1175伊東　節子高砂太鼓　蕣会
☎090－1446－6073天野　富美男高砂市美術協会
☎442－0021松本　千世高砂市茶華道協会
☎442－2403島田　幸桐高砂市舞踊協会
☎080－3801－7234上畠　幸代高砂市合唱連盟
☎090－5068－1731濱野　義弘高砂菊友会
☎443－5587福本　隆文高砂盆栽協会
☎443－0337伊藤　良明高砂をスケッチする会
☎090－5667－8953橋本　英之高砂市吹奏楽団
☎447－3142鈴木　裕子高砂歌人クラブ
☎080－1415－3295中山　拓也高砂市将棋協会

お

せ

知
ら

国
民
生
活
基
礎
調
査

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所

☎
4
2
2
・
0
0
0
2

　

厚
生
労
働
省
で
は
ỏ
4
月
末

ご
ろ
か
ら
曽
根
町
の
一
部
世
帯

を
対
象
に
ỏ
国
民
生
活
基
礎
調

査
を
実
施
し
ま
す
Ố
対
象
世
帯

に
は
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ỏ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

厚
生
労
働
省　

兵
庫
県

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と

セ
ン
タ
ồ
休
館
日

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
1
・
8
9
4
8

　

5
月
3
日

・
4
日

は
ỏ

定
期
清
掃
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
休
館
し
ま
す
Ố

※　

駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
す
Ố

地
域
振
興
課

☎
4
4
3
・
9
1
3
5

　

品
物
の
引
き
渡
し
は
ỏ
当
事

者
間
で
行
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ố

ừ
譲
り
ま
す
Ử

◇
乗
馬
フ
ỹ
ỽ
ト
ネ
ス
機
器

　

価
格
は
相
談　

西
畑　

匿
名

市
民
ギ
Ỿ
ラ
リ
ồ

あ
い
ぽ
ỳ
と

地
域
振
興
課

☎
4
4
3
・
9
0
0
6

　

期
間
に
は
設
営
準
備
ỏ
撤
去

の
日
を
含
み
ま
す
Ố

5
月
7
日
 
Ỗ　

日
  

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

17

◇
令
和
6
年
度ủ
消
費
者
月
間
Ứ

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ồ
の
周
知
・

啓
発
展
示

◇
自
治
会
・
町
内
会
な
ん
で
も

Ｑ
＆
Ａ

　

自
治
会
・
町
内
会
活
動
の
紹

介
パ
ネ
ル
展
示

　

※　

同
時
開
催

5
月　

日
 
Ỗ　

日
  

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

20

31

◇
親
バ
カ
展

　

親
が
勝
手
に
展
示
す
る
こ
ど

も
の
ア
ồ
ト
フ
ỻ
ス
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申
込
期
間　

Ỗ
令
和
7
年
2
月

　

日
 

28
※　

予
算
額
に
到
達
次
第
ỏ
受

付
終
了

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ỏ

環
境
政
策
課
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
ỏ
市
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ớ　

8
8
7
0
Ờ

ID

※　

申
請
書
は
各
高
等
学
校
ỏ

各
高
等
専
門
学
校
な
ど
に
あ

り
ま
す
Ố

内容は変更される場合があります。

小
・
中
学
校

就
学
援
助
制
度
ỏ

高
砂
市
奨
学
金
制
度

学
校
教
育
課

☎
4
4
3
・
9
0
5
4

小
・
中
学
校
就
学
援
助
制
度 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

詳
し
く
は
ỏ
5
月
中
旬
に
各

小
・
中
学
校
か
ら
配
布
す
る
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

対　

象　

小
・
中
学
生
の
保
護

者
で
ỏ
経
済
的
事
情
に
よ
り

就
学
費
の
支
払
い
が
困
難
な

人
申
込
期
間

　

5
月　

日
 
Ỗ　

日
 

29

31

　

9
時
Ỗ　

時
11

　
　

時　

分
Ỗ　

時

13

30

17

※　
　

日
 
は　

時
ま
で

30

19

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
必
要
書
類

を
添
え
て
学
校
教
育
課
ま
で

高
砂
市
奨
学
金
制
度 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
ỏ

高
等
学
校
ỏ
高
等
専
門
学
校

な
ど
に
在
学
す
る
人
で
ỏ
経

済
的
事
情
に
よ
り
学
資
の
支

払
い
が
困
難
な
人

し
め
切
り　

6
月　

日
 

10

申
込
方
法　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
各
学
校
長

を
通
じ
て
学
校
教
育
課
ま
で

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
助
成
金

環
境
政
策
課

☎
4
4
3
・
9
0
2
9

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖

を
抑
制
し
ỏ
猫
の
ふ
ん
尿
に
よ

る
被
害
な
ど
を
減
ら
す
た
め
ỏ

不
妊
・
去
勢
手
術
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
Ố

※　

手
術
前
に
申
請
が
必
要

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

◇
市
内
に
住
所
を
有
し
ỏ
市
内

に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い
な

い
猫
に
ỏ
市
が
指
定
す
る
動

物
病
院
で
手
術
を
受
け
さ
せ
ỏ

マ
イ
ク
ロ
チ
ỽ
プ
を
装
着
さ

せ
る
人

※　

マ
イ
ク
ロ
チ
ỽ
プ
に
要
す

る
費
用
は
ỏ
動
物
病
院
が
負

担
し
ま
す
Ố

◇
手
術
を
受
け
さ
せ
た
猫
を
ỏ

室
内
で
終
生
飼
養
で
き
る
人

助
成
額
ớ
上
限
Ờ

◇
不
妊
手
術
ớ
メ
ス
Ờ

　

一
匹　

1
0
ỏ
0
0
0
円

◇
去
勢
手
術
ớ
オ
ス
Ờ

　

一
匹　
　

5
ỏ
0
0
0
円

広　　告

　家族が亡くなった後、さまざまな手続きをする遺族の皆さん
の負担や不安を少しでも軽減し、スムーズに手続きが行えるよ
う、「おくやみハンドブック」を作成しました。

　死亡届提出後、遺族が行う市役所を中心とした諸手続きと、
市役所以外の一般的な手続きについて紹介しています。
　主に葬儀社を通して遺族にお渡ししていますが、希望者にも
お渡ししますので、市民窓口課にお申し出ください。市ホーム
ページでもご覧いただけます。

　このおくやみハンドブックは、株式会社鎌倉新書との官民協
働事業により作成し、4月から配布しています。

市民窓口課　☎441－7180

自
転
車
等

保
管
手
数
料
の

収
納
事
務
委
託

土
木
総
務
課

☎
4
4
3
・
9
0
4
0

　

4
月
か
ら
ỏ
自
転
車
等
保
管

場
所
の
手
数
料
の
収
納
事
務
を
ỏ

公
益
社
団
法
人
高
砂
市
シ
ル
バ 

ồ
人
材
セ
ン
タ
ồ
に
委
託
し
て

い
ま
す
Ố

証
明
書
の

自
動
交
付
手
数
料
の

収
納
事
務
委
託

市
民
窓
口
課　

☎
4
4
1
・
7
1
8
0

　

4
月
か
ら
ỏ
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ồ
ビ
ス
に
お
け
る
交

付
手
数
料
の
収
納
事
務
を
ỏ
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
に
委
託
し
て
い
ま
す
Ố

おくやみハンドブックを作成しました
（ID 10389）

マイ
タウン

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

マイマイ
タウンタウン
マイ
タウン 3月

▼ 3月 3日㈰、図書館で開催されました。ショート動
画を作成するワークショップが開催されたほか、10月
に開催した高砂町の魅力を紹介するツアーなど、講座
生の取り組みが発表されました。

クリエイティブタウンゼミ
　　　　　　　　　　発表会2024

▼ 3月 3日㈰、イオン高砂店で、米田小学校の 3年生が
作成した自転車事故防止啓発新聞の掲示と自転車教室を
開催しました。

自転車事故防止啓発新聞掲示
（米田小学校）&交通安全イベント

▼ 3月 9日㈯、文化会館ぼっくりんホールで開催され
ました。全国大会や近畿大会、県大会などのスポーツ
競技で優秀な成績を収めた個人や団体、市のスポーツ
振興や生涯スポーツの普及・振興に功績があった人た
ちをたたえました。

高砂市スポーツ賞表彰式

▼ 3月17日㈰、開催されました。式典終了後、高砂太鼓蕣会
によるミニコンサートが行われ、会場を魅了しました。

曽根地域交流センター・西部子育て
支援センター・曽根分団庫竣工記念式典

▼ 3月17日㈰、開催されました。式典終了後、内覧
会が行われ、来場者は各フロアの説明を受けました。

福祉総合相談センター竣工式典

お
知
ら
せ

情
報
け
い
じ
ば
ん
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問合先ところと　き内　容健診・相談名

健康増進課
☎443－3950

本庁舎2階
健康教育室

　5　月23日 　10時～11時30分
※　受付9時30分～10時

情報交換やお友達づくりができるサロン
テーマ「おっぱいケアと卒乳のおはなし」
※　妊産婦、1歳未満の乳児と保護者が対象

ひだまりサロン

本庁舎2階
健康教育室

　5　月20日 　9時45分～11時30分
※　受付9時30分～（要予約）

楽しくおしゃべり、仲間づくりができるサロン
テーマ「やってみよう『赤ちゃんのおふろ』」（定員 4組）

プレママサロン
（プレパパも参加可）

本庁舎2階
健康教育室　5　月17日 令和6年1月生まれの乳児を対象にした健診・相談

※　対象者に個別通知しています。乳児保健相談

市内実施医療機関対象者に個別通知しています。詳しくは、個別通知をご覧ください。10カ月児健診

本庁舎2階
健康教育室　5　月10日 令和4年10月生まれの幼児を対象にした健診・相談

※　対象者に個別通知しています。 1歳 6カ月児健診

本庁舎2階
健康教育室　5　月24日 令和3年2月生まれの幼児を対象にした健診・相談

※　対象者に個別通知しています。 3歳児健診

　5　月の健診・相談

　5　月の救急医
外科

電話番号医院名・所在地とき

☎447－0100
高砂西部病院
中筋1丁目

　3　日

☎425－4188堀胃腸外科
加古川市野口町良野

☎079－
　254－5533

けい整形外科クリニック
北浜町西浜

　4　日

☎492－0935大西メディカルクリニック
稲美町国岡2丁目

☎432－1119東高砂胃腸外科
米田町古新

　5　日

☎423－1411山本整形外科リウマチクリニック
加古川市加古川町寺家町

☎448－5000大森整形外科医院
曽根町

　6　日

☎426－3000中谷整形外科病院
加古川市平岡町新在家

電話番号医院名・所在地とき

☎432－7757川井整形外科
神爪2丁目

12日

☎426－2880後藤整形外科
加古川市神野町石守

☎447－0100高砂西部病院
中筋1丁目

19日

☎451－5885はすだ整形外科クリニック
加古川市西神吉町大国

☎442－3981高砂市民病院
荒井町紙町

26日

☎492－1330沼田クリニック
稲美町加古

診療時間　9時～18時
 ※　変更される場合がありますので、事前に各医療機関にお問い
合わせください。

※　詳しくは、新聞・医師会などのホームページをご覧ください。

診療時間
【歯科】9時～12時（受付11時30分まで）
【眼科】9時～18時（受付8時30分～17時30分）
【耳鼻咽喉科】9時～18時（受付8時30分～17時30分）
※　受付時間内に来院してください。

電話番号医院名・所在地科目

☎431－6060加古川歯科保健センター
加古川市米田町船頭5－1歯

☎079－
　298－0119

姫路市休日夜間急病センター
姫路市西今宿 3丁目7－21
（姫路西消防署うら）

眼　耳

歯科・眼科・耳鼻咽喉科（日曜日・祝日・休日・年末年始）

診療時間
【内科】　　夜間　21時～6時（受付20時40分～5時40分）
　　　　　休日　9時～18時（受付8時40分～17時40分）
【小児科】　夜間　21時～24時（受付20時40分～23時40分）
　　　　　休日　9時～18時（受付8時40分～17時40分）

電話番号医院名・所在地科目

☎431－8051東はりま夜間休日応急診療センター
加古川市東神吉町西井ノ口379－1内　小

内科・小児科（夜間・休日）

5
月
の
健
診
・
相
談
・救急

医

令和⚖年⚕月⚑日発行　№⚙⚕⚐

　5　月の相談
問合先ところと　き内　容相談名

地域振興課
☎443－9002

本庁舎2階（13番）
市民相談窓口月～金曜日　8時30分～12時、13時～17時市民の日常生活の諸問題に関する

相談市民相談

地域振興課
☎443－9002

本庁舎2階（13番）
市民相談窓口

　5　月7日 ・16日 ・27日 　13時～16時
※　当日8時30分～12時電話受付（定員6人）

法律的な解釈が必要な生活上の問
題についての相談法律相談

地域振興課
☎443－9002

本庁舎2階（13番）
市民相談窓口　5　月20日 　13時～15時国・県に対する要望、苦情などの

相談行政相談

地域振興課
☎443－9002

本庁舎2階（13番）
市民相談窓口　5　月10日 　13時～15時遺言書、契約書、許認可申請など

の書き方や相続手続きなどの相談行政書士相談

近畿税理士会加古川支部
☎421－1144加古川税理士会館　5　月7日 ・14日 ・21日 ・28日 

13時30分～16時30分　※　要予約
税理士が税務の入り口をアドバイ
ス税務相談

賦課収納課
☎443－9072

本庁舎1階（8番）
賦課収納課　5　月9日 ・23日 　～19時国民健康保険料、後期高齢者医療

保険料、介護保険料の納付相談夜間納付相談

債権管理課
☎443－9018

本庁舎1階（18番）
債権管理課　5　月9日 ・23日 　～19時市県民税、固定資産税、軽自動車

税の納付相談夜間納付相談

消費生活センター
☎443－9078

本庁舎2階（14番）
消費生活センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時消費生活に関する相談消費生活相談

消費生活センター
☎443－9078

本庁舎2階（14番）
消費生活センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時消費者金融やクレジットなどの多

重債務に関する相談多重債務相談

青少年センター
☎443－6246

本庁舎2階（7番）
青少年センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時　非行、いじめなどの問題行動、虐

待に関する相談青少年相談

のびのび教室
☎490－4001教育センター月～金曜日　9時～16時

※　面談（要予約）は13時～16時
不登校問題などに関する相談
（小・中学生対象）教育相談

人権推進課
☎443－9060

15日 　みのり会館
27日 　伊保地域交流セン

ター
　5　月15日 ・27日 　13時～15時名誉、差別、私的制裁、嫌がらせ、

いじめなど人権に関わる相談人権相談

障がい福祉課
☎443－9027

ユーアイ帆っとセンター
　1　階研修室　5　月13日 　14時～16時県委嘱相談員による障がい者（児）

の日常生活における相談
こころのサポート相談
（精神障がい者相談）

生活支援相談窓口
☎441－7782

本庁舎1階（6番）
地域福祉課月～金曜日　9時～17時仕事・家計・ひきこもりなど暮ら

しの困りごとに関する相談生活支援相談

地域包括支援センター
☎443－3723

阿弥陀地域交流センター
めぐみカフェ　5　月15日 　10時・11時対話形式の記憶力チェック

（市内在住の40歳以上の人）
認知症予防相談
（あたまの健康チェック）

男女共同参画センター
☎443－9134

南庁舎4階
男女共同参画センター

月～金曜日　9時30分～12時、13時～17時
※　電話相談・面接相談（要予約）

女性が抱えるさまざまな問題につ
いての相談女性のための相談室

男女共同参画センター
☎443－9134

南庁舎4階
男女共同参画センター

　5　月27日 　13時～16時
※　要予約（定員6人）

女性の弁護士による法律相談
（事前に相談を受けた人）女性のための法律相談

あかしサポステ
☎078－915－0677生石研修センター　5　月14日 ・28日 　13時～15時50分15～49歳の人の仕事探しに関する

相談若者しごと相談

健康管理課
☎422－0002加古川健康福祉事務所　5　月15日 　9時30分～11時30分

※　要予約
管理栄養士による専門的な栄養相
談専門栄養相談

健康管理課
☎422－0002加古川健康福祉事務所　5　月8日 ・22日 　9時10分～10時15分

※　要予約
無料、匿名で行う血液検査
（一部有料）

エイズ・肝炎ウイルス
検査相談

地域保健課
☎422－0003加古川健康福祉事務所　5　月13日 ・27日 　13時～14時

※　要予約（13日はアルコール関連相談あり）精神科医師による個別相談こころのケア相談

宅建協会加古川支部
☎424－0832宅建協会加古川支部第2・4火曜日　13時～15時

※　要予約不動産に関する無料相談宅地建物取引士による
不動産無料相談

内容は変更される場合があります。
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